
 

 

 

 

 

 

芦屋町 

高齢者福祉に関するアンケート調査 

高齢者福祉に関する関係団体アンケート調査 

結果報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年３月 

福岡県芦屋町 

  



 

  



 

目次 

第１章 調査概要.............................................................................................. 1 

１．調査の目的 ............................................................................................................. 3 

２．調査の実施要領・回答数 ........................................................................................ 3 

３．報告書の見方 .......................................................................................................... 4 

第２章 高齢者福祉に関するアンケート調査 .................................................. 5 

◆ あなた自身のことについて ..................................................................................... 7 

１．日常生活の様子について ........................................................................................ 9 

２．健康・介護予防について ...................................................................................... 16 

３．社会参加・生きがいについて ............................................................................... 30 

４．就労について ........................................................................................................ 44 

５．認知症について .................................................................................................... 48 

６．成年後見制度の利用促進について ........................................................................ 53 

７．安全・安心な暮らしについて ............................................................................... 55 

８．介護について ........................................................................................................ 60 

９．高齢社会対策への総合的な取り組みなどについて ............................................... 67 

第３章 高齢者福祉に関する 関係団体アンケート調査 ................................ 85 

１．事業・活動内容について ...................................................................................... 87 

２．事業・活動での課題や問題点について................................................................. 89 

３．地域の高齢者の状況について ............................................................................... 92 

４．認知症施策について ............................................................................................. 94 

５．今後の連携・協働できる取組 ............................................................................... 95 

６．今後の高齢化社会に向けて .................................................................................. 97 

第４章 調査結果から見る現状と課題 ........................................................... 99 

１．高齢者福祉に関するアンケート調査 .................................................................. 101 

２．高齢者福祉に関する関係団体アンケート調査 .................................................... 106 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１章 調査概要 
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１．調査の目的 
 

本調査は、「第 10 期芦屋町高齢者福祉計画」を策定するにあたり、健康や福祉に関

する高齢者の現状や意識及び、その施策に係る関係団体の活動状況や課題などを把握

し、今後の高齢者福祉施策を展開するための基礎資料とするものです。 

 

２．調査の実施要領・回答数 
 

【高齢者福祉に関するアンケート調査】 

調査時期 令和８年２月 10日～３月 10日 

調査対象者 
芦屋町在住の 65歳以上の方の中から 1,500 人を無

作為抽出 

調査方法 郵送による配布・回収及びインターネット回収 

 

回答方法 有効回答数 有効回答率 

郵送 848件 56.6％ 

Web 20件 1.3％ 

計 868件 57.9％ 

 

【高齢者福祉に関する関係団体アンケート調査】 

調査時期 令和８年２月 10日～３月 10日 

調査対象者 

芦屋町の高齢者福祉関係５団体 

・芦屋町老人クラブ連合会 

・芦屋町手をつなぐリボンの会 

・あしや助けあい・支えあいの会（あしたの会） 

・社会福祉法人芦屋町社会福祉協議会 

・芦屋町民生委員児童委員協議会 

調査方法 郵送による配布・回収及びインターネット回収 

 

回答方法 有効回答数 有効回答率 

郵送 4件 80.0％ 

Web 1件 20.0％ 

計 5件 100.0％ 
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３．報告書の見方  
 

▶各設問のｎは、回答者数を表しています。 

▶回答率は百分比の小数点第 2 位を四捨五入しているので、合計が 100％にならない場合があ

ります。 

▶２つ以上の回答を要する（複数回答）質問の場合、選択肢ごとの割合を合計すると 100％を

超える場合があります。 

▶回答があっても、小数点第２位を四捨五入して 0.1％に満たない場合は、図表には「0.0」と

表記しています。 

▶数表・図表は、スペースの都合上、文言等を省略している場合があります。 

▶複数回答の数値等に関しましては、別紙（集計表）をご参照ください。 

 

 



 

5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 高齢者福祉に関するアンケート調査 
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◆ あなた自身のことについて 

問１ あなたの性別を教えてください。（単数回答） 

○性別では、「男性」42.7％、「女性」が 54.5％、「回答しない」0.3％となっています。 

 

 

 

 

問２ あなたの年齢を教えてください。（単数回答） 

○年齢別では、「75～79歳」が 25.6％と最も高く、次いで「70～74歳」22.7％、「80～84歳」

16.8％となっています。 

 

 

 

 

問３ あなたが住んでいる校区を教えてください。（単数回答） 

○居住校区では、「山鹿小学校区」が 37.6％と最も高く、次いで「芦屋小学校区」31.3％、

「芦屋東小学校区」26.4％となっています。 

 

 

 

  

42.7 54.5 0.3 2.4 
今回調査

(n=868)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 回答しない 無回答 その他

16.5 22.7 25.6 16.8 16.6 1.8 
今回調査

(n=868)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上 無回答

31.3 26.4 37.6 4.7 
今回調査

(n=868)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

芦屋小学校区 芦屋東小学校区 山鹿小学校区 無回答
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問４ あなたの世帯の状況について、お尋ねします。（単数回答） 

○世帯状況では、「夫婦（内縁関係を含む）二人暮らし世帯」が 41.7％と最も高く、次いで

「一人暮らし世帯（同居者なし）」26.4％、「自分（及び配偶者）と、自分の子どもの二世

代が同居する世帯」21.1％となっています。 

 

 

 

  

26.4 41.7 3.2 21.1 5.2 2.4 
今回調査

(n=868)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一人暮らし世帯（同居者なし）

夫婦（内縁関係を含む）二人暮らし世帯

自分（及び配偶者）と、自分または配偶者の親との二世代が同居する世帯

自分（及び配偶者）と、自分の子どもの二世代が同居する世帯

その他の世帯（三世代以上が同居する世帯、その他の同居人がいる世帯など）

無回答
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１．日常生活の様子について 

問５ あなたは、現在、日常生活で困っていることがありますか。（複数回答） 

○日常生活での困りごとでは、「特にない」が 53.3％と最も高く、次いで「自分の病気や介護

のこと」17.2％、「外出時の移動手段のこと」13.6％となっています。 

○前回調査と比較すると、特に大きな差はみられません。 
 

【全体】 

 

 

○年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「炊事、洗濯、掃除、ごみの分別やごみ出しなど身

の回りのこと」「生活必需品の買い物のこと」「自分の病気や介護のこと」「外出時の移動手

段のこと」の割合が高くなっています。また、85 歳以上では「外出時の移動手段のこと」

の割合が他の年代と比べて高くなっています。 
 

 

8.4 

9.8 

17.2 

9.7 

10.1 

7.6 

13.6 

3.9 

0.3 

1.5 

53.3 

8.0 

9.5 

16.9 

8.4 

11.3 

5.7 

13.4 

3.7 

0.6 

2.1 

57.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

炊事、洗濯、掃除、ごみの分別やごみ出しなど身の回りのこと

生活必需品の買い物のこと

自分の病気や介護のこと

家族の病気や介護のこと

金銭的に困窮していること

預金、家屋や土地などの財産管理や相続のこと

外出時の移動手段のこと

話し相手や相談相手がいないこと

暴言や暴力を受けていること

その他

特にない

今回調査(n=868)

前回調査(n=846)

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

炊

事
、

洗

濯
、

掃

除
、

ご

み

の

分

別

や

ご

み

出

し

な

ど

身

の

回

り

の

こ

と

生

活

必

需

品

の

買

い

物

の

こ

と

自

分

の

病

気

や

介

護

の

こ

と

家

族

の

病

気

や

介

護

の

こ

と

金

銭

的

に

困

窮

し

て

い

る

こ

と

預

金
、

家

屋

や

土

地

な

ど

の

財

産

管

理

や

相

続

の

こ

と

外

出

時

の

移

動

手

段

の

こ

と

話

し

相

手

や

相

談

相

手

が

い

な

い

こ

と 暴

言

や

暴

力

を

受

け

て

い

る

こ

と

そ

の

他

特

に

な

い

無

回

答

73 85 149 84 88 66 118 34 3 13 463 62

8.4% 9.8% 17.2% 9.7% 10.1% 7.6% 13.6% 3.9% 0.3% 1.5% 53.3% 7.1%

5 5 16 18 14 17 9 4 0 1 83 6

3.5% 3.5% 11.2% 12.6% 9.8% 11.9% 6.3% 2.8% 0.0% 0.7% 58.0% 4.2%

9 11 29 20 22 14 16 6 1 5 115 11

4.6% 5.6% 14.7% 10.2% 11.2% 7.1% 8.1% 3.0% 0.5% 2.5% 58.4% 5.6%

15 17 37 12 27 11 20 9 0 4 131 13

6.8% 7.7% 16.7% 5.4% 12.2% 5.0% 9.0% 4.1% 0.0% 1.8% 59.0% 5.9%

17 21 29 16 16 10 26 9 1 2 73 11

11.6% 14.4% 19.9% 11.0% 11.0% 6.8% 17.8% 6.2% 0.7% 1.4% 50.0% 7.5%

27 31 37 17 9 14 47 5 1 1 59 9

18.8% 21.5% 25.7% 11.8% 6.3% 9.7% 32.6% 3.5% 0.7% 0.7% 41.0% 6.3%
144

年

齢

別

65～69歳 143

70～74歳 197

75～79歳 222

80～84歳 146

85歳以上

全体

（単純集計）
868
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問６ あなたが、日常生活で困ったときに、もっとも支えてくれる人は誰ですか。 
（単数回答） 

○日常生活で困ったときに支えてくれる人では、「同居の家族」が 58.2％と最も高く、次いで

「同居していない家族や親戚」27.2％、「支えてくれる人はいない」3.2％となっています。 

○前回調査と比較すると、特に大きな差はみられません。 
 

【全体】 

 

 

○性別でみると、女性が男性より「同居していない家族や親戚」の割合が 13.5 ポイント高く

なっています。 

○年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「同居の家族」の割合が低く、「同居していない家族

や親戚」の割合が高くなっています。また、85 歳以上では「同居していない家族や親戚」

の割合が他の年代と比べて高くなっています。 
 

 
 

  

58.2 

58.3 

27.2 

29.1 

2.3 

2.2 

0.7 

0.6 

2.6 

2.4 

3.2 

4.0 

5.8 

3.4 

今回調査

(n=868)

前回調査

(n=846)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

同居の家族 同居していない家族や親戚 地域の人

民生委員・児童委員 その他 支えてくれる人はいない

無回答

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

同

居

の

家

族

同

居

し

て

い

な

い

家

族

や

親

戚

地

域

の

人

民

生

委

員

・

児

童

委

員

そ

の

他

支

え

て

く

れ

る

人

は

い

な

い

無

回

答

505 236 20 6 23 28 50

58.2% 27.2% 2.3% 0.7% 2.6% 3.2% 5.8%

237 74 7 3 14 21 15

63.9% 19.9% 1.9% 0.8% 3.8% 5.7% 4.0%

263 158 13 2 9 6 22

55.6% 33.4% 2.7% 0.4% 1.9% 1.3% 4.7%

0 2 0 0 0 1 0

0.0% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0%

97 26 1 1 4 8 6

67.8% 18.2% 0.7% 0.7% 2.8% 5.6% 4.2%

129 42 4 1 6 4 11

65.5% 21.3% 2.0% 0.5% 3.0% 2.0% 5.6%

134 58 7 3 7 9 4

60.4% 26.1% 3.2% 1.4% 3.2% 4.1% 1.8%

77 45 7 0 4 4 9

52.7% 30.8% 4.8% 0.0% 2.7% 2.7% 6.2%

66 63 1 1 2 3 8

45.8% 43.8% 0.7% 0.7% 1.4% 2.1% 5.6%
144

年

齢

別

65～69歳 143

70～74歳 197

75～79歳 222

80～84歳 146

85歳以上

全体

（単純集計）
868

性

別

男性 371

女性 473

答えたくない 3
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問７ あなたが、将来の生活に不安を感じることは､どのようなことですか。（複数回答） 

○将来の生活で不安に感じることでは、「自分の健康や病気、また、それらにより将来介護を

必要とする状態になること」が 69.2％と最も高く、次いで「家族の健康や病気、また、そ

れらにより将来介護を必要とする状態になること」41.4％、「生活費や老後の蓄えなど」

28.8％となっています。 

○前回調査と比較すると、「生活費や老後の蓄えなど」の割合が 6.5 ポイント低くなっていま

す。 
 

【全体】 

 
 

  

69.2 

41.4 

23.2 

28.8 

9.3 

5.3 

4.1 

17.6 

13.2 

26.6 

1.6 

9.7 

72.8 

42.6 

23.8 

35.3 

8.3 

4.3 

3.8 

18.2 

16.5 

28.5 

1.4 

9.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自分の健康や病気、また、それらにより将来介護を必要と

する状態になること

家族の健康や病気、また、それらにより将来介護を必要と

する状態になること

頼れる人がいなくなったときのこと

生活費や老後の蓄えなど

財産管理や相続のこと

家族・親族との人間関係のこと

隣近所、友人・知人との付き合いのこと

子ども、配偶者など、家族の将来のこと

社会の仕組み（法律、税、社会保障）が大きく変わること

地震や風水害など災害時の対応のこと

その他

特に不安はない

今回調査(n=868)

前回調査(n=846)
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○性別でみると、男性が女性より「家族の健康や病気、また、それらにより将来介護を必要

とする状態となること」の割合が 10.4 ポイント、女性が男性より「地震や風水害など災害

時の対応のこと」の割合が 10.5ポイント高くなっています。 

○年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「生活費や老後の蓄えなど」の割合が低くなってい

ます。 
 

 

 

 

問８ あなたが持っているモノについて、おうかがいします。（単数回答） 

○所持している電子機器の使用状況では、スマートフォンでは「よく使っている」（48.3％）、

パソコン、タブレット機器では「持っていない」（パソコン：41.2％、タブレット機器：

53.9％）が最も高くなっています。 
 

【全体】 

 

  

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

自

分

の

健

康

や

病

気
、

ま

た
、

そ

れ

ら

に

よ

り

将

来

介

護

を

必

要

と

す

る

状

態

に

な

る

こ

と

家

族

の

健

康

や

病

気
、

ま

た
、

そ

れ

ら

に

よ

り

将

来

介

護

を

必

要

と

す

る

状

態

に

な

る

こ

と

頼

れ

る

人

が

い

な

く

な
っ

た

と

き

の

こ

と

生

活

費

や

老

後

の

蓄

え

な

ど

財

産

管

理

や

相

続

の

こ

と

家

族

・

親

族

と

の

人

間

関

係

の

こ

と

隣

近

所
、

友

人

・

知

人

と

の

付

き

合

い

の

こ

と

子

ど

も
、

配

偶

者

な

ど
、

家

族

の

将

来

の

こ

と

社

会

の

仕

組

み
（

法

律
、

税
、

社

会

保

障
）

が

大

き

く

変

わ

る

こ

と

地

震

や

風

水

害

な

ど

災

害

時

の

対

応

の

こ

と

そ

の

他

特

に

不

安

は

な

い

無

回

答

601 359 201 250 81 46 36 153 115 231 14 84 31

69.2% 41.4% 23.2% 28.8% 9.3% 5.3% 4.1% 17.6% 13.2% 26.6% 1.6% 9.7% 3.6%

253 178 88 107 41 21 13 84 50 77 5 40 10

68.2% 48.0% 23.7% 28.8% 11.1% 5.7% 3.5% 22.6% 13.5% 20.8% 1.3% 10.8% 2.7%

339 178 106 138 38 23 23 67 62 148 9 44 9

71.7% 37.6% 22.4% 29.2% 8.0% 4.9% 4.9% 14.2% 13.1% 31.3% 1.9% 9.3% 1.9%

3 1 1 3 0 1 0 1 2 2 0 0 0

100.0% 33.3% 33.3% 100.0% 0.0% 33.3% 0.0% 33.3% 66.7% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0%

93 68 35 57 20 7 10 27 22 38 4 11 4

65.0% 47.6% 24.5% 39.9% 14.0% 4.9% 7.0% 18.9% 15.4% 26.6% 2.8% 7.7% 2.8%

144 99 42 66 21 10 3 48 37 46 3 18 5

73.1% 50.3% 21.3% 33.5% 10.7% 5.1% 1.5% 24.4% 18.8% 23.4% 1.5% 9.1% 2.5%

156 84 42 65 14 10 7 34 23 62 3 19 4

70.3% 37.8% 18.9% 29.3% 6.3% 4.5% 3.2% 15.3% 10.4% 27.9% 1.4% 8.6% 1.8%

105 54 42 33 13 8 7 25 14 40 2 18 2

71.9% 37.0% 28.8% 22.6% 8.9% 5.5% 4.8% 17.1% 9.6% 27.4% 1.4% 12.3% 1.4%

101 51 38 27 13 10 9 17 19 42 2 17 5

70.1% 35.4% 26.4% 18.8% 9.0% 6.9% 6.3% 11.8% 13.2% 29.2% 1.4% 11.8% 3.5%
144

年

齢

別

65～69歳 143

70～74歳 197

75～79歳 222

80～84歳 146

85歳以上

全体

（単純集計）
868

性

別

男性 371

女性 473

答えたくない 3

48.3

9.9

5.9

18.3

10.0

4.0

7.6

9.7

4.1

18.9

41.2

53.9

6.9

29.1

32.0

スマートフォン

(n=868)

パソコン

(n=868)

タブレット機器

(n=868)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく使っている ときどき使っている あまり使わない 持っていない 無回答
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問８で「よく使っている」「ときどき使っている」と回答した方 

問８-① スマートフォンやパソコンなどからインターネットでできる、電子メールや
ネットショッピングなどをどの程度利用していますか。（単数回答） 

○電子機器からの電子メールやネットショッピングの使用頻度では、「週に１回以上」が

36.3％と最も高く、次いで「全く利用していない」23.7％、「ほとんど利用していない」

13.9％となっています。 
 

【全体】 

 
 

○年齢別でみると、65～69 歳では「週に１回以上」の割合が他の年代と比べて高くなってい

ます。 
 

  

36.3 7.6 9.4 13.9 23.7 9.1 
今回調査

(n=595)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週に１回以上 月に１回以上 年に数回 ほとんど利用していない 全く利用していない 無回答

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

週

に

１

回

以

上

月

に

１

回

以

上

年

に

数

回

ほ

と

ん

ど

利

用

し

て

い

な

い

全

く

利

用

し

て

い

な

い

無

回

答

216 45 56 83 141 54

36.3% 7.6% 9.4% 13.9% 23.7% 9.1%

75 12 12 13 15 6

56.4% 9.0% 9.0% 9.8% 11.3% 4.5%

58 17 24 26 29 17

33.9% 9.9% 14.0% 15.2% 17.0% 9.9%

55 8 13 18 53 8

35.5% 5.2% 8.4% 11.6% 34.2% 5.2%

14 4 5 13 28 13

18.2% 5.2% 6.5% 16.9% 36.4% 16.9%

12 4 2 12 16 10

21.4% 7.1% 3.6% 21.4% 28.6% 17.9%
56

年

齢

別

65～69歳 133

70～74歳 171

75～79歳 155

80～84歳 77

85歳以上

全体

（単純集計）
595
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問８-①で「１．週に１回以上」「２．月に１回以上」「３．年に数回」と回答した方 

問８-② どのような内容で利用していますか。（複数回答） 

○電子機器の使用内容では、「情報検索・ニュース」が 59.3％と最も高く、次いで「電子メー

ル・SNS」50.2％、「ネットショッピング」41.3％となっています。 
 

【全体】 

 

 

○性別でみると、男性が女性より「ネットショッピング」の割合が 10.9ポイント、「支払い・

決済」の割合が 10.9 ポイント、女性が男性より「電子メール・SNS」の割合が 10.0 ポイン

ト高くなっています。 

○年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「支払い・決済」の割合が低くなっています。また、

65～69 歳では「電子メール・SNS」「支払い・決済」の割合が他の年代と比べて高く、80～

84 歳では「情報検索・ニュース」の割合が、85 歳以上では「ネットショッピング」「支払

い・決済」の割合が他の年代と比べて低くなっています。 
 

   

2.8 

50.2 

41.3 

28.1 

40.1 

59.3 

13.6 

39.4 

18.0 

8.2 

3.5 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

教室などの予約

電子メール・SNS

ネットショッピング

支払い・決済

音楽・動画の視聴

情報検索・ニュース

健康管理・運動記録

地図・ナビゲーション

仕事

公的サービスの利用

その他

無回答
今回調査(n=317)

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

教

室

な

ど

の

予

約

電

子

メ
ー

ル

・

S

N

S

ネ
ッ

ト

シ
ョ

ッ

ピ

ン

グ

支

払

い

・

決

済

音

楽

・

動

画

の

視

聴

情

報

検

索

・

ニ
ュ

ー

ス

健

康

管

理

・

運

動

記

録

地

図

・

ナ

ビ

ゲ
ー

シ
ョ

ン

仕

事

公

的

サ
ー

ビ

ス

の

利

用

そ

の

他

無

回

答

9 159 131 89 127 188 43 125 57 26 11 6

2.8% 50.2% 41.3% 28.1% 40.1% 59.3% 13.6% 39.4% 18.0% 8.2% 3.5% 1.9%

2 78 80 56 63 101 27 67 34 18 5 3

1.2% 45.6% 46.8% 32.7% 36.8% 59.1% 15.8% 39.2% 19.9% 10.5% 2.9% 1.8%

7 79 51 31 62 84 16 57 21 8 6 3

4.9% 55.6% 35.9% 21.8% 43.7% 59.2% 11.3% 40.1% 14.8% 5.6% 4.2% 2.1%

0 2 0 1 1 1 0 0 1 0 0 0

0.0% 100.0% 0.0% 50.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0%

4 63 55 44 49 63 12 41 24 10 1 2

4.0% 63.6% 55.6% 44.4% 49.5% 63.6% 12.1% 41.4% 24.2% 10.1% 1.0% 2.0%

1 49 47 24 42 59 12 40 17 6 1 0

1.0% 49.5% 47.5% 24.2% 42.4% 59.6% 12.1% 40.4% 17.2% 6.1% 1.0% 0.0%

3 34 20 15 24 44 14 35 12 7 3 3

3.9% 44.7% 26.3% 19.7% 31.6% 57.9% 18.4% 46.1% 15.8% 9.2% 3.9% 3.9%

1 7 7 4 6 9 3 4 1 1 3 0

4.3% 30.4% 30.4% 17.4% 26.1% 39.1% 13.0% 17.4% 4.3% 4.3% 13.0% 0.0%

0 6 2 1 5 11 2 3 2 2 2 1

0.0% 33.3% 11.1% 5.6% 27.8% 61.1% 11.1% 16.7% 11.1% 11.1% 11.1% 5.6%
18

年

齢

別

65～69歳 99

70～74歳 99

75～79歳 76

80～84歳 23

85歳以上

全体

（単純集計）
317

性

別

男性 171

女性 142

答えたくない 2
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問９ 外出する際、主にどのような移動手段を利用しますか。（複数回答） 

○外出時の移動手段では、自動車（自分で運転）が 59.4％と最も高く、次いで「徒歩」

33.4％、自動車（家族が運転）28.1％となっています。 
 

【全体】 

 

 

○性別でみると、男性が女性より「自動車（自分で運転）」の割合が 32.2ポイント、女性が男

性より「自動車（家族が運転）」の割合が 23.9 ポイント、「路線（北九州市営・芦屋タウン）

バス」の割合が 12.6ポイント高くなっています。 

○年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「自動車（自分で運転）」の割合が低くなっています。

また、80歳以上では「芦屋町巡回バス」の割合が、85歳以上では「自動車（家族が運転）」

「タクシー」の割合が他の年代と比べて高くなっています。 
 

  

33.4 

0.7 

0.5 

7.3 

2.5 

59.4 

28.1 

20.6 

13.5 

12.2 

1.0 

3.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

徒歩

車いす

シニアカー（電動三輪車など）

自転車

バイク・スクーター

自動車（自分で運転）

自動車（家族が運転）

路線（北九州市営・芦屋タウン）バス

芦屋町巡回バス

タクシー

その他

無回答
今回調査(n=868)

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

徒

歩

車

い

す

シ

ニ

ア

カ
ー

（

電

動

三

輪

車

な

ど
）

自

転

車

バ

イ

ク

・

ス

ク
ー

タ
ー

自

動

車
（

自

分

で

運

転
）

自

動

車
（

家

族

が

運

転
）

路

線
（

北

九

州

市

営

・

芦

屋

タ

ウ

ン
）

バ

ス

芦

屋

町

巡

回

バ

ス

タ

ク

シ
ー

そ

の

他

無

回

答

290 6 4 63 22 516 244 179 117 106 9 27

33.4% 0.7% 0.5% 7.3% 2.5% 59.4% 28.1% 20.6% 13.5% 12.2% 1.0% 3.1%

119 2 2 46 17 289 57 52 31 28 3 3

32.1% 0.5% 0.5% 12.4% 4.6% 77.9% 15.4% 14.0% 8.4% 7.5% 0.8% 0.8%

167 4 1 17 5 216 186 126 86 75 6 13

35.3% 0.8% 0.2% 3.6% 1.1% 45.7% 39.3% 26.6% 18.2% 15.9% 1.3% 2.7%

2 0 0 0 0 3 1 1 0 1 0 0

66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 33.3% 33.3% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0%

38 1 0 10 6 119 30 24 7 10 0 0

26.6% 0.7% 0.0% 7.0% 4.2% 83.2% 21.0% 16.8% 4.9% 7.0% 0.0% 0.0%

67 1 0 16 6 154 51 29 19 11 3 1

34.0% 0.5% 0.0% 8.1% 3.0% 78.2% 25.9% 14.7% 9.6% 5.6% 1.5% 0.5%

69 0 0 17 5 149 52 46 18 21 0 5

31.1% 0.0% 0.0% 7.7% 2.3% 67.1% 23.4% 20.7% 8.1% 9.5% 0.0% 2.3%

63 2 1 10 3 61 46 38 38 26 2 3

43.2% 1.4% 0.7% 6.8% 2.1% 41.8% 31.5% 26.0% 26.0% 17.8% 1.4% 2.1%

52 2 3 10 1 30 64 42 35 38 4 7

36.1% 1.4% 2.1% 6.9% 0.7% 20.8% 44.4% 29.2% 24.3% 26.4% 2.8% 4.9%

222

80～84歳 146

85歳以上

全体

（単純集計）
868

性

別

男性 371

女性 473

答えたくない 3

144

年

齢

別

65～69歳 143

70～74歳 197

75～79歳
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２．健康・介護予防について 

問 10 現在の健康状態はいかがですか。（単数回答） 

○現在の健康状態では、「普通」が 53.5％と最も高く、次いで「良い」「あまり良くない」

13.0％、「まあ良い」10.6％となっています。 
 

【全体】 

 
 
 

問 11 あなたは、健康のためにどのようなことを心がけていますか。（３つまで） 

○健康のために心がけていることでは、「食事に気をつける」が 50.6％と最も高く、次いで

「休養や睡眠を十分にとる」43.8％、「必要な治療のための通院を継続している」43.5％と

なっています。 

○前回調査と比較すると、「歯や口の中を清潔に保つ」の割合が 4.8ポイント高く、「散歩や運

動など体を動かす」の割合が 5.8ポイント低くなっています。 
 

【全体】 

 

  

13.0 10.6 53.5 13.0 7.0 2.9 
今回調査

(n=868)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

良い まあ良い 普通 あまり良くない 良くない 無回答

43.8 

50.6 

31.8 

29.7 

4.6 

32.9 

6.0 

10.9 

16.9 

35.9 

43.5 

15.8 

0.7 

1.6 

45.6 

53.4 

27.0 

29.3 

5.3 

38.7 

7.4 

13.2 

20.2 

35.2 

42.4 

13.0 

0.6 

3.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

休養や睡眠を十分にとる

食事に気をつける

歯や口の中を清潔に保つ

健康診断・各種検診を定期的に受ける

酒、タバコを控える

散歩や運動など体を動かす

地域の活動に参加する

趣味や学習活動などの楽しみを持つ

気持ちをなるべく明るく持つ

身の回りのことはなるべく自分で行う

必要な治療のための通院を継続している

仕事をする

その他

特に心がけていない

今回調査(n=868)

前回調査(n=846)
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○性別でみると、男性が女性より「散歩や運動など体を動かす」の割合が 11.7 ポイント、女

性が男性より「歯や口の中を清潔に保つ」の割合が 11.6ポイント、「身の回りのことはなる

べく自分で行う」の割合が 13.6ポイント高くなっています。 

○年齢別でみると、65～69 歳では「休養や睡眠を十分にとる」の割合が他の年代と比べて高

くなっています。 

 
 

 

 

  

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

休

養

や

睡

眠

を

十

分

に

と

る

食

事

に

気

を

つ

け

る

歯

や

口

の

中

を

清

潔

に

保

つ

健

康

診

断

・

各

種

検

診

を

定

期

的

に

受

け

る

酒
、

タ

バ

コ

を

控

え

る

散

歩

や

運

動

な

ど

体

を

動

か

す

地

域

の

活

動

に

参

加

す

る

趣

味

や

学

習

活

動

な

ど

の

楽

し

み

を

持

つ

気

持

ち

を

な

る

べ

く

明

る

く

持

つ

身

の

回

り

の

こ

と

は

な

る

べ

く

自

分

で

行

う

必

要

な

治

療

の

た

め

の

通

院

を

継

続

し

て

い

る

仕

事

を

す

る

そ

の

他

特

に

心

が

け

て

い

な

い

無

回

答

380 439 276 258 40 286 52 95 147 312 378 137 6 14 12

43.8% 50.6% 31.8% 29.7% 4.6% 32.9% 6.0% 10.9% 16.9% 35.9% 43.5% 15.8% 0.7% 1.6% 1.4%

177 171 95 118 30 147 22 38 54 104 155 71 4 7 3

47.7% 46.1% 25.6% 31.8% 8.1% 39.6% 5.9% 10.2% 14.6% 28.0% 41.8% 19.1% 1.1% 1.9% 0.8%

193 257 176 134 10 132 27 53 87 197 210 62 2 7 8

40.8% 54.3% 37.2% 28.3% 2.1% 27.9% 5.7% 11.2% 18.4% 41.6% 44.4% 13.1% 0.4% 1.5% 1.7%

1 1 1 2 0 2 1 1 1 2 3 0 0 0 0

33.3% 33.3% 33.3% 66.7% 0.0% 66.7% 33.3% 33.3% 33.3% 66.7% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

83 77 44 52 7 44 2 14 31 29 57 37 0 0 2

58.0% 53.8% 30.8% 36.4% 4.9% 30.8% 1.4% 9.8% 21.7% 20.3% 39.9% 25.9% 0.0% 0.0% 1.4%

85 100 71 72 11 73 8 24 38 58 74 43 2 5 3

43.1% 50.8% 36.0% 36.5% 5.6% 37.1% 4.1% 12.2% 19.3% 29.4% 37.6% 21.8% 1.0% 2.5% 1.5%

83 110 68 68 7 77 14 28 27 80 99 31 1 5 2

37.4% 49.5% 30.6% 30.6% 3.2% 34.7% 6.3% 12.6% 12.2% 36.0% 44.6% 14.0% 0.5% 2.3% 0.9%

62 68 46 37 11 44 11 14 22 66 65 16 2 2 2

42.5% 46.6% 31.5% 25.3% 7.5% 30.1% 7.5% 9.6% 15.1% 45.2% 44.5% 11.0% 1.4% 1.4% 1.4%

62 77 43 26 4 43 16 12 25 72 74 7 1 2 3

43.1% 53.5% 29.9% 18.1% 2.8% 29.9% 11.1% 8.3% 17.4% 50.0% 51.4% 4.9% 0.7% 1.4% 2.1%
144

年

齢

別

65～69歳 143

70～74歳 197

75～79歳 222

80～84歳 146

85歳以上

全体

（単純集計）
868

性

別

男性 371

女性 473

答えたくない 3
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問 12 あなたは、健康についてどのようなことが知りたいですか。（３つまで） 

○健康について知りたいことでは、「認知症の予防について」が 41.8％と最も高く、次いで

「がんや生活習慣病（高血圧や糖尿病など）にならないための工夫について」33.8％、「望

ましい食生活について」27.8％となっています。 

○前回調査と比較すると、「認知症の予防について」の割合が 6.1ポイント、「心の健康につい

て」の割合が 4.6ポイント低くなっています。 
 

【全体】 

 

 

○年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「運動の方法について」の割合が低くなっています。

また、70～74 歳では「がんや生活習慣病（高血圧や糖尿病など）にならないための工夫に

ついて」の割合が他の年代と比べて高くなっています。 
 

 

  

33.8 

27.8 

17.4 

9.6 

11.6 

41.8 

15.3 

0.9 

24.4 

34.6 

29.4 

17.6 

12.2 

11.1 

47.9 

19.9 

1.1 

22.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

がんや生活習慣病（高血圧や糖尿病など）にならないため

の工夫について

望ましい食生活について

運動の方法について

健康診断・各種検診の内容や受け方などについて

歯の健康について

認知症の予防について

心の健康について

その他

特にない

今回調査(n=868)

前回調査(n=846)

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

が

ん

や

生

活

習

慣

病
（

高

血

圧

や

糖

尿

病

な

ど
）

に

な

ら

な

い

た

め

の

工

夫

に

つ

い

て

望

ま

し

い

食

生

活

に

つ

い

て

運

動

の

方

法

に

つ

い

て

健

康

診

断

・

各

種

検

診

の

内

容

や

受

け

方

な

ど

に

つ

い

て

歯

の

健

康

に

つ

い

て

認

知

症

の

予

防

に

つ

い

て

心

の

健

康

に

つ

い

て

そ

の

他

特

に

な

い

無

回

答

293 241 151 83 101 363 133 8 212 47

33.8% 27.8% 17.4% 9.6% 11.6% 41.8% 15.3% 0.9% 24.4% 5.4%

50 36 37 18 19 56 25 0 36 5

35.0% 25.2% 25.9% 12.6% 13.3% 39.2% 17.5% 0.0% 25.2% 3.5%

87 61 38 16 22 83 26 0 46 7

44.2% 31.0% 19.3% 8.1% 11.2% 42.1% 13.2% 0.0% 23.4% 3.6%

68 63 35 17 24 91 35 1 59 17

30.6% 28.4% 15.8% 7.7% 10.8% 41.0% 15.8% 0.5% 26.6% 7.7%

42 37 21 16 20 64 24 2 34 7

28.8% 25.3% 14.4% 11.0% 13.7% 43.8% 16.4% 1.4% 23.3% 4.8%

40 43 19 13 15 64 21 5 33 9

27.8% 29.9% 13.2% 9.0% 10.4% 44.4% 14.6% 3.5% 22.9% 6.3%

222

80～84歳 146

85歳以上

全体

（単純集計）
868

144

年

齢

別

65～69歳 143

70～74歳 197

75～79歳
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問 13 あなたが、要介護状態にならないため、または今の状態を悪化させないために、
町にどのような教室・事業をやってほしいですか。（複数回答） 

○要介護状態にならないためにやってほしい教室・事業では、「運動・転倒予防に関すること

（筋肉を使う運動、ストレッチなど）」が 42.7％と最も高く、次いで「認知症の予防・支援

に関すること（早期発見・早期受診のための取組など）」41.2％、「特にない」25.5％とな

っています。 

○前回調査と比較すると、「栄養改善に関すること（病気の予防のための食事内容や調理方法

など）」の割合が 4.4 ポイント、「口腔機能に関すること（口腔の健康を保つための指導な

ど）」の割合が 4.0ポイント、「認知症の予防・支援に関すること（早期発見・早期受診のた

めの取組など）」の割合が 6.0ポイント低くなっています。 
 

【全体】 

 
 

○年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「心の健康に関して、相談や訪問による個別支援な

どを行うこと」の割合が低くなっています。 
 

  

42.7 

23.0 

8.8 

17.4 

41.2 

12.6 

1.3 

25.5 

40.7 

27.4 

12.8 

18.4 

47.2 

11.6 

0.9 

21.9 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

運動・転倒予防に関すること（筋肉を使う運動、ストレッチな

ど）

栄養改善に関すること（病気の予防のための食事内容や調理方

法など）

口腔機能に関すること（口腔の健康を保つための指導など）

閉じこもりの予防・支援に関すること（外出・交流の場や機会

の提供など）

認知症の予防・支援に関すること（早期発見・早期受診のため

の取組など）

心の健康に関して、相談や訪問による個別支援などを行うこと

その他

特にない

今回調査(n=868)

前回調査(n=846)

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

運

動

・

転

倒

予

防

に

関

す

る

こ

と

（

筋

肉

を

使

う

運

動
、

ス

ト

レ
ッ

チ

な

ど
）

栄

養

改

善

に

関

す

る

こ

と
（

病

気

の

予

防

の

た

め

の

食

事

内

容

や

調

理

方

法

な

ど
）

口

腔

機

能

に

関

す

る

こ

と
（

口

腔

の

健

康

を

保

つ

た

め

の

指

導

な

ど
）

閉

じ

こ

も

り

の

予

防

・

支

援

に

関

す

る

こ

と
（

外

出

・

交

流

の

場

や

機

会

の

提

供

な

ど
）

認

知

症

の

予

防

・

支

援

に

関

す

る

こ

と
（

早

期

発

見

・

早

期

受

診

の

た

め

の

取

組

な

ど
）

心

の

健

康

に

関

し

て
、

相

談

や

訪

問

に

よ

る

個

別

支

援

な

ど

を

行

う

こ

と

そ

の

他

特

に

な

い

無

回

答

371 200 76 151 358 109 11 221 54

42.7% 23.0% 8.8% 17.4% 41.2% 12.6% 1.3% 25.5% 6.2%

66 32 18 37 63 24 3 39 5

46.2% 22.4% 12.6% 25.9% 44.1% 16.8% 2.1% 27.3% 3.5%

83 55 17 30 85 27 1 47 7

42.1% 27.9% 8.6% 15.2% 43.1% 13.7% 0.5% 23.9% 3.6%

90 49 17 34 84 27 2 62 16

40.5% 22.1% 7.7% 15.3% 37.8% 12.2% 0.9% 27.9% 7.2%

68 30 10 27 64 17 0 36 9

46.6% 20.5% 6.8% 18.5% 43.8% 11.6% 0.0% 24.7% 6.2%

61 32 13 20 57 13 5 34 14

42.4% 22.2% 9.0% 13.9% 39.6% 9.0% 3.5% 23.6% 9.7%

222

80～84歳 146

85歳以上

全体

（単純集計）
868

144

年

齢

別

65～69歳 143

70～74歳 197

75～79歳
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問 14 現在、あなたは複数の医療機関（病院・診療所）に通院していますか。 
（単数回答） 

○複数の医療機関に通院しているかでは、「複数の医療機関に通院している」が 51.8％と最も

高く、次いで「１か所のみ通院している」35.8％、「通院していない」10.6％となっていま

す。 

○複数通院している医療機関数は、「２か所」が 45.6％と最も高く、次いで「３か所」30.4％、

「４か所」8.2％となっています。 
 

【全体】 

 
 

【複数通院医療機関数】 

 
 
 

問 15 あなたには、「かかりつけ医」がいますか。（歯科は除く）（複数回答） 

○かかりつけ医の有無では、「いる（町内）」が 51.2％と最も高く、次いで「かかりつけ医は

いないが、いつも受診する医療機関はほぼ決まっている」30.3％、「いる（町外）」27.4％

となっています。 

○前回調査と比較すると、特に大きな差はみられません。 
 

【全体】 

 
 

  

10.6 35.8 51.8 1.7 
今回調査

(n=868)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通院していない １か所のみ通院している 複数の医療機関に通院している 無回答

45.6 30.4 8.2 3.6 

0.4 

11.8 
今回調査

(n=450)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２か所 ３か所 ４か所 ５か所 ６か所 無回答

51.2 

27.4 

30.3 

5.0 

53.8 

27.1 

30.0 

4.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

いる（町内）

いる（町外）

かかりつけ医はいないが、いつも受診する医療機関はほ

ぼ決まっている

そのような医師・医療機関はない

今回調査(n=868)

前回調査(n=846)
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問 16 あなたが、通院する際の移動手段は何ですか。（複数回答） 

○通院する際の移動手段では、「自動車（自分で運転）」が 54.7％と最も高く、次いで「自動

車（家族が運転）」19.9％、「徒歩」15.4％となっています。 

○前回調査と比較すると、「路線（北九州市営・芦屋タウン）バス」の割合が 4.0 ポイント、

「タクシー」の割合が 6.9 ポイント低くなっています。また、「通院はしていない」の割合

も 4.0ポイント低くなっています。 
 

【全体】 

 

※今回調査より、選択肢「車いす」「シニアカー（電動三輪車など）」を追加。 

  

15.4 

0.9 

0.1 

3.1 

2.1 

54.7 

19.9 

11.4 

9.9 

0.6 

8.1 

1.0 

3.8 

16.5 

4.3 

2.5 

54.1 

22.5 

15.4 

11.7 

0.9 

15.0 

1.4 

7.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

徒歩

車いす

シニアカー（電動三輪車など）

自転車

バイク・スクーター

自動車（自分で運転）

自動車（家族が運転）

路線（北九州市営・芦屋タウン）バス

芦屋町巡回バス

病院や施設のバス

タクシー

その他

通院はしていない

今回調査(n=868)

前回調査(n=846)
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○性別でみると、男性が女性より「自動車（自分で運転）」の割合が 28.3ポイント、女性が男

性より「自動車（家族が運転）」の割合が 17.7ポイント高くなっています。 

○年齢別でみると、80 歳以上では「自動車（家族が運転）」「芦屋町巡回バス」の割合が他の

年代と比べて高く、85 歳以上では「自動車（自分で運転）」の割合が他の年代と比べて低く

なっています。 
 

 

 
 

  

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

徒

歩

車

い

す

シ

ニ

ア

カ
ー

（

電

動

三

輪

車

な

ど
）

自

転

車

バ

イ

ク

・

ス

ク
ー

タ
ー

自

動

車
（

自

分

で

運

転
）

自

動

車
（

家

族

が

運

転
）

路

線
（

北

九

州

市

営

・

芦

屋

タ

ウ

ン
）

バ

ス

芦

屋

町

巡

回

バ

ス

病

院

や

施

設

の

バ

ス

タ

ク

シ
ー

そ

の

他

通

院

は

し

て

い

な

い

無

回

答

134 8 1 27 18 475 173 99 86 5 70 9 33 28

15.4% 0.9% 0.1% 3.1% 2.1% 54.7% 19.9% 11.4% 9.9% 0.6% 8.1% 1.0% 3.8% 3.2%

48 3 1 19 12 261 37 29 24 2 21 2 19 10

12.9% 0.8% 0.3% 5.1% 3.2% 70.4% 10.0% 7.8% 6.5% 0.5% 5.7% 0.5% 5.1% 2.7%

83 5 0 8 5 199 131 68 61 3 46 7 14 16

17.5% 1.1% 0.0% 1.7% 1.1% 42.1% 27.7% 14.4% 12.9% 0.6% 9.7% 1.5% 3.0% 3.4%

1 0 0 0 0 3 1 0 0 0 0 0 0 0

33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

20 1 0 5 5 100 19 9 3 1 5 1 11 6

14.0% 0.7% 0.0% 3.5% 3.5% 69.9% 13.3% 6.3% 2.1% 0.7% 3.5% 0.7% 7.7% 4.2%

26 1 0 8 5 141 28 22 12 0 7 1 9 4

13.2% 0.5% 0.0% 4.1% 2.5% 71.6% 14.2% 11.2% 6.1% 0.0% 3.6% 0.5% 4.6% 2.0%

36 0 0 3 5 142 28 20 14 0 12 1 6 5

16.2% 0.0% 0.0% 1.4% 2.3% 64.0% 12.6% 9.0% 6.3% 0.0% 5.4% 0.5% 2.7% 2.3%

29 3 1 3 1 59 38 21 30 1 18 1 2 5

19.9% 2.1% 0.7% 2.1% 0.7% 40.4% 26.0% 14.4% 20.5% 0.7% 12.3% 0.7% 1.4% 3.4%

21 3 0 8 1 26 55 25 26 3 26 5 4 8

14.6% 2.1% 0.0% 5.6% 0.7% 18.1% 38.2% 17.4% 18.1% 2.1% 18.1% 3.5% 2.8% 5.6%

222

80～84歳 146

85歳以上

全体

（単純集計）
868

性

別

男性 371

女性 473

答えたくない 3

144

年

齢

別

65～69歳 143

70～74歳 197

75～79歳
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問 16で「８．路線（北九州市営・芦屋タウン）バス」「11．タクシー」と回答した方 

問 16-① 通院にかかる毎月の交通費負担をおうかがいします。（単数回答） 

○毎月の通院時の交通費負担では、路線バス、タクシー共に「０円～3,000 円未満」（路線バ

ス：74.7％、タクシー：35.7％）が最も高く、次いで「3,000円以上～5,000円未満」（路線

バス：14.1％、タクシー：25.7％）となっています。 
 

【全体】 

  
 
 

問 16で「13．通院はしていない」と回答した方 

問 16-② なぜ通院していないのか教えてください。（単数回答） 

○通院していない理由では、「健康に問題がなく通院の必要を感じないから」が 93.9％と最も

高く、次いで「医療機関を受診することが苦手だから」「訪問診療を利用しているから」

3.0％となっています。 

○前回調査と比較すると、「健康に問題がなく通院の必要を感じないから」の割合が 16.6ポイ

ント高く、「医療機関を受診することが苦手だから」の割合が 10.6ポイント低くなっていま

す。 
 

【全体】 

  

※今回調査より、選択肢「訪問診療を利用しているから」を追加。 

 
 

  

74.7

35.7

14.1

25.7

1.0

20.0

2.0

10.0

8.1

8.6

路線（北九州市営・芦屋タウン）バス

(n=99)

タクシー

(n=70)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０円～3,000円未満 3,000円以上～5,000円未満 5,000円以上～10,000円未満 10,000円以上 無回答

93.9 

77.3 

3.0 

13.6 

3.0 

3.0 

4.5 1.5 

今回調査

(n=33)

前回調査

(n=66)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

健康に問題がなく通院の必要を感じないから 医療機関を受診することが苦手だから

通院する際の移動手段がないから 訪問診療を利用しているから

その他 無回答
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問 17 あなたが、治療が難しい、または治る見込みがない病気と診断されたと仮定した
場合、最期まで自宅で療養することは可能だと思いますか。（単数回答） 

○最期まで自宅で療養することは可能かでは、「不可能だと思う」が 44.5％と最も高く、次い

で「わからない」37.1％、「可能だと思う」13.1％となっています。 

○前回調査と比較すると、特に大きな差はみられません。 
 

【全体】 

 
 

○性別でみると、男性が女性より「可能だと思う」の割合が 10.3 ポイント高くなっています。 
 

 

 

 

  

13.1 

12.4 

44.5 

44.3 

37.1 

37.5 

5.3 

5.8 

今回調査

(n=868)

前回調査

(n=846)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

可能だと思う 不可能だと思う わからない 無回答

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

可

能

だ

と

思

う

不

可

能

だ

と

思

う

わ

か

ら

な

い

無

回

答

114 386 322 46

13.1% 44.5% 37.1% 5.3%

68 147 141 15

18.3% 39.6% 38.0% 4.0%

38 232 175 28

8.0% 49.0% 37.0% 5.9%

0 2 1 0

0.0% 66.7% 33.3% 0.0%

全体

（単純集計）
868

性

別

男性 371

女性 473

答えたくない 3
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問 17で「2．不可能だと思う」と回答した方 

問 17-① なぜ不可能だと思うのか教えてください。（複数回答） 

○不可能だと思う理由では、「自宅では必要な介護を受けられないと思うから」が 63.5％と最

も高く、次いで「自宅では必要な医療を受けられないと思うから」61.7％、「自宅の設備に

不安があるから（段差がある、手すりがない、和式トイレなど）」24.9％となっています。 
 

【全体】 

 

※前回調査は単数回答のため参考程度 
 

○性別でみると、男性が女性より「自宅では必要な医療を受けられないと思うから」の割合が

12.9 ポイント、女性が男性より「支え、見守ってくれる家族がいないから」の割合が 16.8

ポイント高くなっています。 

○年齢別でみると、65～69 歳では「自宅では必要な介護を受けられないと思うから」の割合

が他の年代と比べて低く、85 歳以上では「支え、見守ってくれる家族がいないから」の割

合が他の年代と比べて高くなっています。 
 

 

61.7 

63.5 

24.9 

23.8 

6.0 

2.8 

44.5 

24.3 

9.6 

16.3 

4.3 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自宅では必要な医療を受けられないと思うから

自宅では必要な介護を受けられないと思うから

自宅の設備に不安があるから（段差がある、手すりがな

い、和式トイレなど）

支え、見守ってくれる家族がいないから

その他

無回答

今回調査(n=386)

前回調査(n=375)

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

自

宅

で

は

必

要

な

医

療

を

受

け

ら

れ

な

い

と

思

う

か

ら

自

宅

で

は

必

要

な

介

護

を

受

け

ら

れ

な

い

と

思

う

か

ら

自

宅

の

設

備

に

不

安

が

あ

る

か

ら

（

段

差

が

あ

る
、

手

す

り

が

な

い
、

和

式

ト

イ

レ

な

ど
）

支

え
、

見

守
っ

て

く

れ

る

家

族

が

い

な

い

か

ら

そ

の

他

無

回

答

238 245 96 92 23 11

61.7% 63.5% 24.9% 23.8% 6.0% 2.8%

102 98 38 19 5 5

69.4% 66.7% 25.9% 12.9% 3.4% 3.4%

131 141 56 69 18 6

56.5% 60.8% 24.1% 29.7% 7.8% 2.6%

1 1 0 1 0 0

50.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0%

39 34 17 14 10 1

56.5% 49.3% 24.6% 20.3% 14.5% 1.4%

60 55 22 17 1 1

66.7% 61.1% 24.4% 18.9% 1.1% 1.1%

54 62 25 22 4 3

60.0% 68.9% 27.8% 24.4% 4.4% 3.3%

42 44 15 14 1 3

67.7% 71.0% 24.2% 22.6% 1.6% 4.8%

40 47 15 22 7 3

56.3% 66.2% 21.1% 31.0% 9.9% 4.2%
71

年

齢

別

65～69歳 69

70～74歳 90

75～79歳 90

80～84歳 62

85歳以上

全体

（単純集計）
386

性

別

男性 147

女性 232

答えたくない 2
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問 18 あなたが、治療が難しい、または治る見込みがない病気と診断されたと仮定した
場合、どこで療養することを希望しますか。（単数回答） 

○治療困難と診断された場合に希望する療養場所では、「できるだけ自宅で過ごして、最期は

医療機関に入院したい」が 51.4％と最も高く、次いで「すぐに医療機関に入院したい」

13.6％、「最期まで自宅で療養したい」10.5％となっています。 

○前回調査と比較すると、特に大きな差はみられません。 
 

【全体】 

 
 

○年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「できるだけ自宅で過ごして、最期は医療機関に入

院したい」の割合が低くなっています。 
 

 

 

  

10.5 

9.9 

51.4 

51.3 

13.6 

17.0 

8.1 

8.9 

0.3 

0.8 

9.8 

7.9 

6.3 

4.1 

今回調査

(n=868)

前回調査

(n=846)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

最期まで自宅で療養したい

できるだけ自宅で過ごして、最期は医療機関に入院したい

すぐに医療機関に入院したい

介護施設（特別養護老人ホームなど）で療養したい

その他

わからない

無回答

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

最

期

ま

で

自

宅

で

療

養

し

た

い

で

き

る

だ

け

自

宅

で

過

ご

し

て
、

最

期

は

医

療

機

関

に

入

院

し

た

い

す

ぐ

に

医

療

機

関

に

入

院

し

た

い

介

護

施

設
（

特

別

養

護

老

人

ホ
ー

ム

な

ど
）

で

療

養

し

た

い

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

91 446 118 70 3 85 55

10.5% 51.4% 13.6% 8.1% 0.3% 9.8% 6.3%

10 82 11 9 1 22 8

7.0% 57.3% 7.7% 6.3% 0.7% 15.4% 5.6%

25 110 18 13 0 16 15

12.7% 55.8% 9.1% 6.6% 0.0% 8.1% 7.6%

25 112 33 19 0 23 10

11.3% 50.5% 14.9% 8.6% 0.0% 10.4% 4.5%

17 70 30 11 1 9 8

11.6% 47.9% 20.5% 7.5% 0.7% 6.2% 5.5%

10 66 26 18 0 13 11

6.9% 45.8% 18.1% 12.5% 0.0% 9.0% 7.6%

222

80～84歳 146

85歳以上

全体

（単純集計）
868

144

年

齢

別

65～69歳 143

70～74歳 197

75～79歳
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問 19 あなたは、自分の死が近い場合に受けたい医療・介護ついて、ご家族や医療・介
護関係者などとどれくらい話し合ったことがありますか。（単数回答） 

○終末期に受けたい医療・介護について、家族・医療・介護関係者などとの話し合いの有無

では、「全く話し合ったことがない」が 54.7％と最も高く、次いで「一応話し合っている」

36.5％、「詳しく話し合っている」2.1％となっています。 
 

【全体】 

 

 

○性別でみると、女性が男性より「一応話し合っている」の割合が 10.5 ポイント高くなって

います。 

○年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「全く話し合ったことがない」の割合が低くなって

います。また、85 歳以上では「一応話し合っている」の割合が他の年代と比べて高くなっ

ています。 
 

 
 

  

0.6 

2.1 36.5 54.7 6.1 
今回調査

(n=868)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

詳しく話し合い決まったことを文書などにした 詳しく話し合っている

一応話し合っている 全く話し合ったことがない

無回答

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

詳

し

く

話

し

合

い

決

ま
っ

た

こ

と

を

文

書

な

ど

に

し

た

詳

し

く

話

し

合
っ

て

い

る

一

応

話

し

合
っ

て

い

る

全

く

話

し

合
っ

た

こ

と

が

な

い

無

回

答

5 18 317 475 53

0.6% 2.1% 36.5% 54.7% 6.1%

3 9 114 218 27

0.8% 2.4% 30.7% 58.8% 7.3%

2 8 195 244 24

0.4% 1.7% 41.2% 51.6% 5.1%

0 0 0 3 0

0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

0 2 47 89 5

0.0% 1.4% 32.9% 62.2% 3.5%

1 3 70 114 9

0.5% 1.5% 35.5% 57.9% 4.6%

1 6 74 124 17

0.5% 2.7% 33.3% 55.9% 7.7%

1 2 52 79 12

0.7% 1.4% 35.6% 54.1% 8.2%

2 4 68 62 8

1.4% 2.8% 47.2% 43.1% 5.6%

222

80～84歳 146

85歳以上

全体

（単純集計）
868

性

別

男性 371

女性 473

答えたくない 3

144

年

齢

別

65～69歳 143

70～74歳 197

75～79歳
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問 19で「４．全く話し合ったことがない」と回答した方 

問 19-① なぜ話し合いをしていないのか教えてください。（単数回答） 

○話し合いをしていない理由では、「今は必要ないと思っている」が 73.3％と最も高く、次い

で「話す機会がない」17.1％、「話しにくい」4.8％となっています。 
 

【全体】 

  
 

○性別でみると、男性が女性より「今は必要ないと思っている」の割合が 10.0 ポイント高く

なっています。 
 

 

 

 

  

4.8 17.1 73.3 3.6 1.3 
今回調査

(n=475)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

話しにくい 話す機会がない 今は必要ないと思っている その他 無回答

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

話

し

に

く

い

話

す

機

会

が

な

い

今

は

必

要

な

い

と

思
っ

て

い

る

そ

の

他

無

回

答

23 81 348 17 6

4.8% 17.1% 73.3% 3.6% 1.3%

7 30 172 7 2

3.2% 13.8% 78.9% 3.2% 0.9%

16 48 168 8 4

6.6% 19.7% 68.9% 3.3% 1.6%

0 1 2 0 0

0.0% 33.3% 66.7% 0.0% 0.0%

全体

（単純集計）
475

性

別

男性 218

女性 244

答えたくない 3
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問 20 あなたは、ＡＣＰ（アドバンス・ケア・プランニング）やエンディングノートと
いう言葉を知っていますか。（単数回答） 

○ACP、エンディングノートの認知度では、「知らない」が 39.7％と最も高く、次いで「知っ

ている」36.3％、「言葉は聞いたことがあるが意味は知らない」19.4％となっています。 
 

【全体】 

 
 

○性別でみると、男性が女性より「知らない」の割合が 21.6 ポイント、女性が男性より「知

っている」の割合が 18.1ポイント高くなっています。 
 

 

  

36.3 19.4 39.7 4.6 
今回調査

(n=868)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 言葉は聞いたことがあるが意味は知らない 知らない 無回答

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

知
っ

て

い

る

言

葉

は

聞

い

た

こ

と

が

あ

る

が

意

味

は

知

ら

な

い

知

ら

な

い

無

回

答

315 168 345 40

36.3% 19.4% 39.7% 4.6%

97 67 192 15

26.1% 18.1% 51.8% 4.0%

209 98 143 23

44.2% 20.7% 30.2% 4.9%

3 0 0 0

100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

全体

（単純集計）
868

性

別

男性 371

女性 473

答えたくない 3
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３．社会参加・生きがいについて 

問 21 現在、どの程度生きがい（喜びや楽しみ）を感じていますか。（単数回答） 

○現在の生きがい感では、「多少感じている」が 43.4％と最も高く、次いで「十分感じている」

35.5％、「あまり感じていない」14.4％となっています。 
 

【全体】 

 
 
 

問 22 あなたは、近所の人とどの程度お付き合いをしていますか。（単数回答） 

○近所付き合いの程度では、「立ち話をする程度の人はいる」が 33.3％と最も高く、次いで

「あいさつをする程度の人はいる」31.2％、「親しく付き合っている」21.8％となっていま

す。 

○前回調査と比較すると、特に大きな差はみられません。 
 

【全体】 

 

 

  

35.5 43.4 14.4 3.1 3.6 
今回調査

(n=868)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

十分感じている 多少感じている あまり感じていない 全く感じていない 無回答

21.8 

25.7 

33.3 

35.1 

31.2 

28.8 

10.9 

8.0 

0.1 

0.6 

2.6 

1.8 

今回調査

(n=868)

前回調査

(n=846)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

親しく付き合っている 立ち話をする程度の人はいる あいさつをする程度の人はいる

付き合いはほとんどない その他 無回答
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○性別でみると、男性では「あいさつをする程度の人はいる」37.2％、女性では「立ち話を

する程度の人はいる」35.5％が最も高くなっています。 

○年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「親しく付き合っている」の割合が高くなっていま

す。また、65～69 歳では「親しく付き合っている」の割合が他の年代と比べて低くなって

います。 
 

 
 
 

  

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

親

し

く

付

き

合
っ

て

い

る

立

ち

話

を

す

る

程

度

の

人

は

い

る

あ

い

さ

つ

を

す

る

程

度

の

人

は

い

る

付

き

合

い

は

ほ

と

ん

ど

な

い

そ

の

他

無

回

答

189 289 271 95 1 23

21.8% 33.3% 31.2% 10.9% 0.1% 2.6%

64 111 138 52 0 6

17.3% 29.9% 37.2% 14.0% 0.0% 1.6%

118 168 130 42 1 14

24.9% 35.5% 27.5% 8.9% 0.2% 3.0%

0 1 2 0 0 0

0.0% 33.3% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0%

11 45 62 21 0 4

7.7% 31.5% 43.4% 14.7% 0.0% 2.8%

35 68 73 19 0 2

17.8% 34.5% 37.1% 9.6% 0.0% 1.0%

50 81 56 31 0 4

22.5% 36.5% 25.2% 14.0% 0.0% 1.8%

43 46 40 9 0 8

29.5% 31.5% 27.4% 6.2% 0.0% 5.5%

47 43 39 12 1 2

32.6% 29.9% 27.1% 8.3% 0.7% 1.4%

222

80～84歳 146

85歳以上

全体

（単純集計）
868

性

別

男性 371

女性 473

答えたくない 3

144

年

齢

別

65～69歳 143

70～74歳 197

75～79歳
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問 23 あなたは、お住まいの地域に住民同士のつながりを感じますか。（単数回答） 

○居住地域内のつながりでは、「少し感じる」が 33.4％と最も高く、次いで「あまり感じない」

26.3％、「とても感じる」16.7％となっています。 

○前回調査と比較すると、『感じる（とても感じる＋少し感じる）』の割合が 4.4 ポイント低

く、『感じない（あまり感じない＋感じない）』の割合が 4.3ポイント高くなっています。 
 

 
 

○年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「とても感じる」の割合が高く、「あまり感じない」

の割合が低くなっています。 
 

 

 

  

16.7 

18.2 

33.4 

36.3 

26.3 

25.1 

11.8 

8.7 

8.9 

9.0 

3.0 

2.7 

今回調査

(n=868)

前回調査

(n=846)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても感じる 少し感じる あまり感じない 感じない わからない 無回答

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

と

て

も

感

じ

る

少

し

感

じ

る

あ

ま

り

感

じ

な

い

感

じ

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

145 290 228 102 77 26

16.7% 33.4% 26.3% 11.8% 8.9% 3.0%

10 51 47 17 12 6

7.0% 35.7% 32.9% 11.9% 8.4% 4.2%

30 62 62 24 17 2

15.2% 31.5% 31.5% 12.2% 8.6% 1.0%

34 70 62 30 21 5

15.3% 31.5% 27.9% 13.5% 9.5% 2.3%

30 53 29 18 9 7

20.5% 36.3% 19.9% 12.3% 6.2% 4.8%

40 48 25 10 17 4

27.8% 33.3% 17.4% 6.9% 11.8% 2.8%

222

80～84歳 146

85歳以上

全体

（単純集計）
868

144

年

齢

別

65～69歳 143

70～74歳 197

75～79歳
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問 24 お住まいの地域について、あなたが、普段から感じていることが次の中にあれば、
すべて選んでください。（複数回答） 

○居住地域で感じていることでは、「近隣同士でよく挨拶や立ち話をしている」が 39.6％と最

も高く、次いで「地域の回覧板・掲示板などがよく活用されている」37.1％、「特に感じて

いることはない（よく知らない）」31.0％となっています。 

○前回調査と比較すると、「近隣同士でよく挨拶や立ち話をしている」の割合が 4.4 ポイント

低くなっています。 

 

【全体】 

 
 

  

39.6 

19.0 

37.1 

18.9 

19.2 

5.1 

7.0 

3.9 

1.5 

31.0 

44.0 

20.8 

40.8 

19.3 

20.7 

6.4 

6.9 

3.0 

2.5 

30.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

近隣同士でよく挨拶や立ち話をしている

困ったときは近隣同士で助けあっている

地域の回覧板・掲示板などがよく活用されている

自治区・老人会などの地縁団体の活動が活発に行われている

公民館や集会所など気軽に集まれる場所があり、よく利用さ

れている

ボランティア団体の活動などが活発に行われている

行政が主催するイベントに住民が積極的に参加している

学校などが実施している行事などに住民が積極的に参加して

いる

その他

特に感じていることはない（よく知らない）

今回調査(n=868)

前回調査(n=846)
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○性別でみると、男性が女性より「特に感じていることはない（よく知らない）」の割合が

11.3ポイント高くなっています。 

○年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「困ったときは近隣同士で助けあっている」の割合

が高くなっています。また、74 歳以下では「特に感じていることはない（よく知らない）」

の割合が他の年代と比べて高くなっています。 

 

 

  

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

近

隣

同

士

で

よ

く

挨

拶

や

立

ち

話

を

し

て

い

る

困
っ

た

と

き

は

近

隣

同

士

で

助

け

あ
っ

て

い

る

地

域

の

回

覧

板

・

掲

示

板

な

ど

が

よ

く

活

用

さ

れ

て

い

る

自

治

区

・

老

人

会

な

ど

の

地

縁

団

体

の

活

動

が

活

発

に

行

わ

れ

て

い

る

公

民

館

や

集

会

所

な

ど

気

軽

に

集

ま

れ

る

場

所

が

あ

り
、

よ

く

利

用

さ

れ

て

い

る

ボ

ラ

ン

テ
ィ

ア

団

体

の

活

動

な

ど

が

活

発

に

行

わ

れ

て

い

る

行

政

が

主

催

す

る

イ

ベ

ン

ト

に

住

民

が

積

極

的

に

参

加

し

て

い

る

学

校

な

ど

が

実

施

し

て

い

る

行

事

な

ど

に

住

民

が

積

極

的

に

参

加

し

て

い

る そ

の

他

特

に

感

じ

て

い

る

こ

と

は

な

い
（

よ

く

知

ら

な

い
）

無

回

答

344 165 322 164 167 44 61 34 13 269 48

39.6% 19.0% 37.1% 18.9% 19.2% 5.1% 7.0% 3.9% 1.5% 31.0% 5.5%

141 56 132 56 55 11 19 16 3 139 13

38.0% 15.1% 35.6% 15.1% 14.8% 3.0% 5.1% 4.3% 0.8% 37.5% 3.5%

194 104 182 102 106 33 42 17 9 124 32

41.0% 22.0% 38.5% 21.6% 22.4% 7.0% 8.9% 3.6% 1.9% 26.2% 6.8%

1 0 1 1 1 0 0 0 0 2 0

33.3% 0.0% 33.3% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 66.7% 0.0%

41 20 52 25 15 4 5 6 0 55 9

28.7% 14.0% 36.4% 17.5% 10.5% 2.8% 3.5% 4.2% 0.0% 38.5% 6.3%

63 30 64 25 33 7 13 6 7 76 7

32.0% 15.2% 32.5% 12.7% 16.8% 3.6% 6.6% 3.0% 3.6% 38.6% 3.6%

97 45 85 45 44 12 18 6 0 64 11

43.7% 20.3% 38.3% 20.3% 19.8% 5.4% 8.1% 2.7% 0.0% 28.8% 5.0%

70 30 62 26 31 9 11 10 4 35 9

47.9% 20.5% 42.5% 17.8% 21.2% 6.2% 7.5% 6.8% 2.7% 24.0% 6.2%

68 37 55 40 40 12 14 6 1 36 9

47.2% 25.7% 38.2% 27.8% 27.8% 8.3% 9.7% 4.2% 0.7% 25.0% 6.3%
144

年

齢

別

65～69歳 143

70～74歳 197

75～79歳 222

80～84歳 146

85歳以上

全体

（単純集計）
868

性

別

男性 371

女性 473

答えたくない 3
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問 25 あなたは、通いの場（地域交流サロン、自治区公民館体操、地域の親しい人の集
まり、趣味のサークルなど）に、定期的に参加していますか。（単数回答） 

○通いの場への定期的な参加状況では、「参加していない」が 65.9％と最も高く、次いで「参

加している」15.7％、「以前は参加していたが、現在は参加していない」8.5％となってい

ます。 

○前回調査と比較すると、特に大きな差はみられません。 
 

【全体】 

 

 

○性別でみると、男性が女性より「参加していない」の割合が 11.6 ポイント高くなっていま

す。 

 

 

  

15.7 

17.1 

8.5 

10.3 

65.9 

62.8 

6.8 

6.3 

3.1 

3.5 

今回調査

(n=868)

前回調査

(n=846)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

参加している 以前は参加していたが、現在は参加していない

参加していない そのような集まりがあることを知らない

無回答

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

参

加

し

て

い

る

以

前

は

参

加

し

て

い

た

が
、

現

在

は

参

加

し

て

い

な

い

参

加

し

て

い

な

い

そ

の

よ

う

な

集

ま

り

が

あ

る

こ

と

を

知

ら

な

い

無

回

答

136 74 572 59 27

15.7% 8.5% 65.9% 6.8% 3.1%

41 29 269 25 7

11.1% 7.8% 72.5% 6.7% 1.9%

91 44 288 32 18

19.2% 9.3% 60.9% 6.8% 3.8%

0 1 2 0 0

0.0% 33.3% 66.7% 0.0% 0.0%

全体

（単純集計）
868

性

別

男性 371

女性 473

答えたくない 3
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問 26 あなたは、地域の人と一緒に行う、体操や地域交流サロン活動について、参加し
たいと思いますか。（単数回答） 

○体操や地域交流サロン活動への参加意向では、「参加してもしなくても、どちらでもよい」

が 36.6％と最も高く、次いで「参加したくない」30.0％、「世話役はしたくないが参加した

い」14.3％となっています。 

○前回調査と比較すると、特に大きな差はみられません。 

 

【全体】 

 

 

○年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「世話役はしたくないが参加したい」の割合が高く

なっています。 

 

 

 

  

3.1 

3.7 

14.3 

14.9 

36.6 

35.8 

30.0 

29.9 

10.8 

9.7 

5.2 

6.0 

今回調査

(n=868)

前回調査

(n=846)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

世話役として参加したい 世話役はしたくないが参加したい

参加してもしなくても、どちらでもよい 参加したくない

活動のことを知らない 無回答

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

世

話

役

と

し

て

参

加

し

た

い

世

話

役

は

し

た

く

な

い

が

参

加

し

た

い 参

加

し

て

も

し

な

く

て

も
、

ど

ち

ら

で

も

よ

い

参

加

し

た

く

な

い

活

動

の

こ

と

を

知

ら

な

い

無

回

答

27 124 318 260 94 45

3.1% 14.3% 36.6% 30.0% 10.8% 5.2%

3 12 55 39 30 4

2.1% 8.4% 38.5% 27.3% 21.0% 2.8%

7 20 70 75 21 4

3.6% 10.2% 35.5% 38.1% 10.7% 2.0%

6 35 88 66 15 12

2.7% 15.8% 39.6% 29.7% 6.8% 5.4%

9 26 54 34 11 12

6.2% 17.8% 37.0% 23.3% 7.5% 8.2%

2 30 46 39 16 11

1.4% 20.8% 31.9% 27.1% 11.1% 7.6%

222

80～84歳 146

85歳以上

全体

（単純集計）
868

144

年

齢

別

65～69歳 143

70～74歳 197

75～79歳
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問 26で「４．参加したくない」と回答した方 

問 26-① その理由は何ですか。（複数回答） 

○体操や地域交流サロン活動へ参加したくない理由では、「人との交流が苦手だから」が

37.7％と最も高く、次いで「内容に興味が湧かないから」29.2％、「健康状態が良くないか

ら」28.5％となっています。 

○前回調査と比較すると、「人との交流が苦手だから」の割合が 4.9ポイント、「自治区に加入

しておらず行きづらいから」の割合が 5.9 ポイント、「内容に興味が湧かないから」の割合

が 6.7ポイント高くなっています。 
 

【全体】 

 

 

  

37.7 

24.6 

9.6 

14.2 

28.5 

29.2 

3.5 

5.0 

32.8 

24.5 

7.9 

8.3 

27.3 

22.5 

2.0 

7.1 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

人との交流が苦手だから

参加する時間がない・合わないから

一緒に行く人がいないから

自治区に加入しておらず行きづらいから

健康状態が良くないから

内容に興味が湧かないから

マンネリ化で楽しくないから

その他

今回調査(n=260)

前回調査(n=253)
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○性別でみると、男性が女性より「内容に興味が湧かないから」の割合が 15.9 ポイント高く

なっています。 

○年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「参加する時間がない・合わないから」の割合が低

く、「健康状態が良くないから」の割合が高くなっています。また、85 歳以上では「健康状

態が良くないから」の割合が他の年代と比べて高くなっています。 
 

 
 

  

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

人

と

の

交

流

が

苦

手

だ

か

ら

参

加

す

る

時

間

が

な

い

・

合

わ

な

い

か

ら

一

緒

に

行

く

人

が

い

な

い

か

ら

自

治

区

に

加

入

し

て

お

ら

ず

行

き

づ

ら

い

か

ら

健

康

状

態

が

良

く

な

い

か

ら

内

容

に

興

味

が

湧

か

な

い

か

ら

マ

ン

ネ

リ

化

で

楽

し

く

な

い

か

ら

そ

の

他

無

回

答

98 64 25 37 74 76 9 13 2

37.7% 24.6% 9.6% 14.2% 28.5% 29.2% 3.5% 5.0% 0.8%

43 30 6 16 30 43 4 1 0

36.8% 25.6% 5.1% 13.7% 25.6% 36.8% 3.4% 0.9% 0.0%

52 31 19 21 43 28 3 12 2

38.8% 23.1% 14.2% 15.7% 32.1% 20.9% 2.2% 9.0% 1.5%

1 0 0 0 0 2 1 0 0

50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 50.0% 0.0% 0.0%

19 13 2 4 4 12 1 3 0

48.7% 33.3% 5.1% 10.3% 10.3% 30.8% 2.6% 7.7% 0.0%

27 23 8 12 13 22 1 4 0

36.0% 30.7% 10.7% 16.0% 17.3% 29.3% 1.3% 5.3% 0.0%

31 17 5 13 23 17 3 4 0

47.0% 25.8% 7.6% 19.7% 34.8% 25.8% 4.5% 6.1% 0.0%

10 5 6 5 12 8 3 1 0

29.4% 14.7% 17.6% 14.7% 35.3% 23.5% 8.8% 2.9% 0.0%

9 3 4 3 21 14 0 1 2

23.1% 7.7% 10.3% 7.7% 53.8% 35.9% 0.0% 2.6% 5.1%
39

年

齢

別

65～69歳 39

70～74歳 75

75～79歳 66

80～84歳 34

85歳以上

全体

（単純集計）
260

性

別

男性 117

女性 134

答えたくない 2
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問 27 あなたは、この 1 年間で次のようなボランティア活動に参加したことがあります
か。（複数回答） 

○ボランティア活動への参加状況では、「参加したものはない」が 58.6％と最も高く、次いで

「町内清掃、植樹や花植えなどの『生活環境改善活動』」29.0％、「祭りや伝統行事など、

地域の行事の世話役などの『地域行事に関する活動』」11.2％となっています。 

○前回調査と比較すると、「町内清掃、植樹や花植えなどの『生活環境改善活動』」の割合が

4.6ポイント低く、「参加したものはない」の割合が 4.9ポイント高くなっています。 
 

【全体】 

 

 

  

3.0 

4.5 

29.0 

5.8 

1.7 

0.2 

11.2 

58.6 

3.0 

4.4 

33.6 

7.7 

3.4 

0.4 

9.5 

53.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

子ども会の育成、郷土芸能の伝承などの「教育関連・文化啓

発活動」

学習活動・学校行事などの補助、校内の環境整備などの「学

校支援活動」

町内清掃、植樹や花植えなどの「生活環境改善活動」

交通安全運動、防犯・防災のための見回りなどの「安全管理

活動」

高齢者のゴミ出し・買い物の支援などの「高齢者支援活動」

保育の手伝いなどの「子育て支援活動」

祭りや伝統行事など、地域の行事の世話役などの「地域行事

に関する活動」

参加したものはない

今回調査(n=868)

前回調査(n=846)
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問 27で「８．参加したものはない」と回答した方 

問 27-① その理由は何ですか。（複数回答） 

○ボランティア活動へ参加したことがない理由では、「特に理由はない」が 30.8％と最も高く、

次いで「健康・体力に自信がないから」28.9％、「どのような活動が行われているか知らな

いから」18.1％となっています。 

○前回調査と比較すると、「家庭の事情（通院、家事、介護や孫の世話など）があるから」の

割合が 4.1ポイント高く、「健康・体力に自信がないから」の割合が 4.6ポイント、「特に理

由はない」の割合が 7.5ポイント低くなっています。 
 

【全体】 

 

 

  

15.1 

17.5 

28.9 

18.1 

6.5 

11.4 

4.1 

1.0 

30.8 

11.0 

15.4 

33.5 

15.6 

6.2 

9.0 

5.3 

2.9 

38.3 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

家庭の事情（通院、家事、介護や孫の世話など）があるから

仕事が忙しいから

健康・体力に自信がないから

どのような活動が行われているか知らないから

気軽に参加できる活動が少ないから

友人・知人や仲間がいないから

活動に必要な技術、経験がないから

過去に参加したが期待はずれだったから

特に理由はない

今回調査(n=509)

前回調査(n=454)
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○性別でみると、男性が女性より「特に理由はない」の割合が 13.0 ポイント、女性が男性よ

り「健康・体力に自信がないから」の割合が 15.2ポイント高くなっています。 

○年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「仕事が忙しいから」の割合が低くなっています。

また、65～69 歳では「仕事が忙しいから」の割合が、85 歳以上では「健康・体力に自信が

ないから」の割合が他の年代と比べて高くなっています。 
 

  

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

家

庭

の

事

情
（

通

院
、

家

事
、

介

護

や

孫

の

世

話

な

ど
）

が

あ

る

か

ら

仕

事

が

忙

し

い

か

ら

健

康

・

体

力

に

自

信

が

な

い

か

ら

ど

の

よ

う

な

活

動

が

行

わ

れ

て

い

る

か

知

ら

な

い

か

ら

気

軽

に

参

加

で

き

る

活

動

が

少

な

い

か

ら

友

人

・

知

人

や

仲

間

が

い

な

い

か

ら

活

動

に

必

要

な

技

術
、

経

験

が

な

い

か

ら

過

去

に

参

加

し

た

が

期

待

は

ず

れ

だ
っ

た

か

ら

特

に

理

由

は

な

い

無

回

答

77 89 147 92 33 58 21 5 157 7

15.1% 17.5% 28.9% 18.1% 6.5% 11.4% 4.1% 1.0% 30.8% 1.4%

27 44 47 43 16 27 10 3 85 2

11.9% 19.4% 20.7% 18.9% 7.0% 11.9% 4.4% 1.3% 37.4% 0.9%

50 43 97 47 17 31 11 2 66 5

18.5% 15.9% 35.9% 17.4% 6.3% 11.5% 4.1% 0.7% 24.4% 1.9%

0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

17 38 10 19 12 18 7 0 27 1

18.1% 40.4% 10.6% 20.2% 12.8% 19.1% 7.4% 0.0% 28.7% 1.1%

20 25 21 30 8 13 6 2 38 1

16.7% 20.8% 17.5% 25.0% 6.7% 10.8% 5.0% 1.7% 31.7% 0.8%

17 15 44 19 6 14 4 1 38 0

14.2% 12.5% 36.7% 15.8% 5.0% 11.7% 3.3% 0.8% 31.7% 0.0%

13 7 27 10 5 7 0 2 22 2

17.3% 9.3% 36.0% 13.3% 6.7% 9.3% 0.0% 2.7% 29.3% 2.7%

10 3 43 13 2 6 4 0 27 3

11.0% 3.3% 47.3% 14.3% 2.2% 6.6% 4.4% 0.0% 29.7% 3.3%
91

年

齢

別

65～69歳 94

70～74歳 120

75～79歳 120

80～84歳 75

85歳以上

全体

（単純集計）
509

性

別

男性 227

女性 270

答えたくない 1
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問 28 町は、高齢者が地域の助け合いやボランティア活動などに参加するために、どの
ようなことに取り組む必要があると思いますか。あなたの考えにもっとも近いも
のに○を付けてください。（２つまで） 

○地域の助け合いやボランティア活動などに参加するために必要な町の取り組みでは、「ボラ

ンティア活動などに関する情報をもっと提供する」が 31.2％と最も高く、次いで「特に取

り組む必要はない」17.6％、「ボランティア活動にかかる費用の助成を行う」14.3％となっ

ています。 

○前回調査と比較すると、特に大きな差はみられません。 
 

【全体】 

 

 

  

31.2 

13.6 

7.9 

13.5 

3.3 

11.6 

14.3 

17.6 

34.8 

13.6 

9.7 

13.4 

2.8 

11.7 

16.9 

16.3 

0% 10% 20% 30% 40%

ボランティア活動などに関する情報をもっと提供する

ボランティア活動への参加を希望する人向けの相談窓

口を設ける

リーダー（指導者）の養成、活動者の確保のための機

会を充実する

優先予約・利用料減免など、活動のための公共施設の

利用がしやすい環境を整える

ボランティア活動を行う団体のための専用スペースを

確保する

ボランティア活動などで事故が生じた際の補償制度の

普及（ボランティア保険など）

ボランティア活動にかかる費用の助成を行う

特に取り組む必要はない

今回調査(n=868)

前回調査(n=846)
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問 29 あなたが、これからやってみたいと思うことは何ですか。（複数回答） 

○今後やってみたいことでは、「特にない」が 36.5％と最も高く、次いで「健康づくりや運動

など体を動かす活動」29.6％、「趣味の活動」26.2％となっています。 

○前回調査と比較すると、「健康づくりや運動など体を動かす活動」の割合が 4.3 ポイント低

くなっています。 
 

【全体】 

 

 

○年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「報酬を得て行う労働（商工業、農業、漁業などの

自営を含む）」「学習や教養を高めるための活動」「趣味の活動」の割合が低く、「老人クラ

ブ（老人会）活動」の割合が高くなっています。また、65～69 歳では「健康づくりや運動

など体を動かす活動」の割合が他の年代と比べて高く、「特にない」の割合が他の年代と比

べて低くなっています。 
 

  

8.6 

10.8 

29.6 

26.2 

5.2 

5.8 

2.3 

0.9 

36.5 

7.1 

9.7 

33.9 

25.1 

7.9 

6.4 

4.0 

1.3 

37.7 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

報酬を得て行う労働（商工業、農業、漁業など

の自営を含む）

学習や教養を高めるための活動

健康づくりや運動など体を動かす活動

趣味の活動

老人クラブ（老人会）活動

社会奉仕活動（ボランティア、高齢者の生活支

援など）

自治区の活動（区長や班長などの役割）

その他

特にない

今回調査(n=868)

前回調査(n=846)

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

報

酬

を

得

て

行

う

労

働
（

商

工

業
、

農

業
、

漁

業

な

ど

の

自

営

を

含

む
）

学

習

や

教

養

を

高

め

る

た

め

の

活

動

健

康

づ

く

り

や

運

動

な

ど

体

を

動

か

す

活

動

趣

味

の

活

動

老

人

ク

ラ

ブ
（

老

人

会
）

活

動

社

会

奉

仕

活

動
（

ボ

ラ

ン

テ
ィ

ア
、

高

齢

者

の

生

活

支

援

な

ど
）

自

治

区

の

活

動
（

区

長

や

班

長

な

ど

の

役

割
）

そ

の

他

特

に

な

い

無

回

答

75 94 257 227 45 50 20 8 317 81

8.6% 10.8% 29.6% 26.2% 5.2% 5.8% 2.3% 0.9% 36.5% 9.3%

25 25 58 55 2 15 3 0 38 5

17.5% 17.5% 40.6% 38.5% 1.4% 10.5% 2.1% 0.0% 26.6% 3.5%

24 28 54 61 4 15 5 2 73 8

12.2% 14.2% 27.4% 31.0% 2.0% 7.6% 2.5% 1.0% 37.1% 4.1%

16 27 60 55 11 12 6 2 87 20

7.2% 12.2% 27.0% 24.8% 5.0% 5.4% 2.7% 0.9% 39.2% 9.0%

6 9 45 32 11 3 4 2 57 18

4.1% 6.2% 30.8% 21.9% 7.5% 2.1% 2.7% 1.4% 39.0% 12.3%

1 5 39 23 16 5 2 2 58 24

0.7% 3.5% 27.1% 16.0% 11.1% 3.5% 1.4% 1.4% 40.3% 16.7%

222

80～84歳 146

85歳以上

全体

（単純集計）
868

144

年

齢

別

65～69歳 143

70～74歳 197

75～79歳
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４．就労について 

問 30 あなたは、現在、働いて収入を得ていますか。（単数回答） 

○就労状況では、「収入を得ている」が 28.6％、「収入を得ていない」が 63.6％となっていま

す。 

○前回調査と比較すると、特に大きな差はみられません。 

 

【全体】 

 

 

○性別でみると、男性が女性より「収入を得ている」の割合が 11.5 ポイント高くなっていま

す。 

○年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「収入を得ている」の割合が低くなっています。 

 

 
 

  

28.6 

27.4 

63.6 

66.8 

7.8 

5.8 

今回調査

(n=868)

前回調査

(n=846)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

収入を得ている 収入を得ていない 無回答

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

収

入

を

得

て

い

る

収

入

を

得

て

い

な

い

無

回

答

248 552 68

28.6% 63.6% 7.8%

130 220 21

35.0% 59.3% 5.7%

111 318 44

23.5% 67.2% 9.3%

1 2 0

33.3% 66.7% 0.0%

89 50 4

62.2% 35.0% 2.8%

79 112 6

40.1% 56.9% 3.0%

47 163 12

21.2% 73.4% 5.4%

20 107 19

13.7% 73.3% 13.0%

9 111 24

6.3% 77.1% 16.7%

222

80～84歳 146

85歳以上

全体

（単純集計）
868

性

別

男性 371

女性 473

答えたくない 3

144

年

齢

別

65～69歳 143

70～74歳 197

75～79歳
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問 30で「１．収入を得ている」と回答した方 

問 30-① 働いている理由は何ですか。（単数回答） 

○働いている理由では、「生活費や将来への蓄えのため」が 50.0％と最も高く、次いで「健康

によいから」13.3％、「経験や能力を活かしたいから」9.7％となっています。 

○前回調査と比較すると、「生活費や将来への蓄えのため」の割合が 5.2ポイント、「健康によ

いから」の割合が 4.4ポイント低くなっています。 
 

【全体】 

 

  

50.0 

55.2 

13.3 

17.7 

0.4 

9.7 

11.6 

8.9 

6.0 

6.5 

8.2 

11.3 

1.3 

今回調査

(n=248)

前回調査

(n=232)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活費や将来への蓄えのため 健康によいから 友人・知人がほしいから

経験や能力を活かしたいから 生きがいを得たいから その他

無回答
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問 30で「2．収入を得ていない」と回答した方 

問 30-② 働いていない理由は何ですか。（単数回答） 

○働いていない理由では、「働かなくても生活できるから」が 37.3％と最も高く、次いで「働

きたいが、健康上の問題があり働ける状態にないから」23.2％、「働きたいが、働く場所や

機会にめぐまれないから」「その他」13.9％となっています。 

○前回調査と比較すると、「働きたいが、健康上の問題があり働ける状態にないから」の割合

が 5.3ポイント、「その他」の割合が 4.7ポイント低く、「働かなくても生活できるから」の

割合が 6.7ポイント高くなっています。 
 

【全体】 

 

 

○年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「働きたいが、働く場所や機会にめぐまれないから」

の割合が低くなっています。 
 

 

  

13.9 

12.6 

23.2 

28.5 

4.5 

2.8 

37.3 

30.6 

13.9 

18.6 

7.1 

6.9 

今回調査

(n=552)

前回調査

(n=565)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

働きたいが、働く場所や機会にめぐまれないから

働きたいが、健康上の問題があり働ける状態にないから

働きたいが、家庭の事情（要介護者などの世話）があるから

働かなくても生活できるから

その他

無回答

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

働

き

た

い

が
、

働

く

場

所

や

機

会

に

め

ぐ

ま

れ

な

い

か

ら

働

き

た

い

が
、

健

康

上

の

問

題

が

あ

り

働

け

る

状

態

に

な

い

か

ら

働

き

た

い

が
、

家

庭

の

事

情
（

要

介

護

者

な

ど

の

世

話
）

が

あ

る

か

ら

働

か

な

く

て

も

生

活

で

き

る

か

ら

そ

の

他

無

回

答

77 128 25 206 77 39

13.9% 23.2% 4.5% 37.3% 13.9% 7.1%

11 15 1 17 4 2

22.0% 30.0% 2.0% 34.0% 8.0% 4.0%

24 29 10 36 9 4

21.4% 25.9% 8.9% 32.1% 8.0% 3.6%

31 37 7 59 21 8

19.0% 22.7% 4.3% 36.2% 12.9% 4.9%

9 21 6 42 18 11

8.4% 19.6% 5.6% 39.3% 16.8% 10.3%

0 24 0 50 25 12

0.0% 21.6% 0.0% 45.0% 22.5% 10.8%

163

80～84歳 107

85歳以上

全体

（単純集計）
552

111

年

齢

別

65～69歳 50

70～74歳 112

75～79歳
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問 31 あなたは、60 歳以上の方の雇用の場を確保するために町が行っている、「高齢者
能力活用事業」を知っていますか。（単数回答） 

○「高齢者能力活用事業」の認知度では、「知っているが、登録したことはない」が 64.1％と

最も高く、次いで「知らなかった」21.7％、「知っていて、実際に登録・作業に従事してい

る（していた）」5.8％となっています。 

○前回調査と比較すると、「知っているが、登録したことはない」の割合が 9.7 ポイント低く、

「知らなかった」の割合が 7.9ポイント高くなっています。 

 

【全体】 

 

 

○年齢別でみると、85 歳以上では「知っているが、登録したことはない」の割合が他の年代

と比べて低くなっています。 

 

 

 

  

5.8 

5.8 

64.1 

73.8 

21.7 

13.8 

8.5 

6.6 

今回調査

(n=868)

前回調査

(n=846)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っていて、実際に登録・作業に従事している（していた）

知っているが、登録したことはない

知らなかった

無回答

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

知
っ

て

い

て
、

実

際

に

登

録

・

作

業

に

従

事

し

て

い

る
（

し

て

い

た
）

知
っ

て

い

る

が
、

登

録

し

た

こ

と

は

な

い

知

ら

な

か
っ

た

無

回

答

50 556 188 74

5.8% 64.1% 21.7% 8.5%

4 94 42 3

2.8% 65.7% 29.4% 2.1%

12 129 45 11

6.1% 65.5% 22.8% 5.6%

15 155 39 13

6.8% 69.8% 17.6% 5.9%

12 96 24 14

8.2% 65.8% 16.4% 9.6%

7 77 34 26

4.9% 53.5% 23.6% 18.1%

222

80～84歳 146

85歳以上

全体

（単純集計）
868

144

年

齢

別

65～69歳 143

70～74歳 197

75～79歳
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５．認知症について 

問 32 あなたは、「認知症」について、心配や不安なことがありますか。（複数回答） 

○認知症についての不安や心配事では、「自分が認知症になったとき、家族を含め周囲に迷惑

をかけないか心配である」が 54.6％と最も高く、次いで「将来、自分や家族が認知症にな

らないか、漠然とした不安を感じる」45.2％、「認知症をどのように予防したらよいかわか

らない」24.8％となっています。 

○前回調査と比較すると、「自分が認知症になったとき、家族を含め周囲に迷惑をかけないか

心配である」の割合が 4.1ポイント低くなっています。 
 

【全体】 

 

 

○年齢別でみると、65～69 歳では「自分のことで、最近『もの忘れ』があり認知症ではない

かと心配である」の割合が他の年代と比べて低くなっています。 
 

 

19.7 

9.0 

45.2 

54.6 

24.8 

19.2 

18.3 

1.3 

16.9 

21.5 

6.5 

47.5 

58.7 

27.8 

19.9 

18.1 

1.8 

14.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自分のことで、最近「もの忘れ」があり認知症ではない

かと心配である

家族のことで、最近「もの忘れ」があり認知症ではない

かと心配である

将来、自分や家族が認知症にならないか、漠然とした不

安を感じる

自分が認知症になったとき、家族を含め周囲に迷惑をか

けないか心配である

認知症をどのように予防したらよいかわからない

家族など身の回りの人が認知症と診断されたときの対応

や介護の方法を知らない

認知症のことについて、どこに相談したらよいかわから

ない

その他

特に心配や不安はない

今回調査(n=868)

前回調査(n=846)

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

自

分

の

こ

と

で
、

最

近
「

も

の

忘

れ
」

が

あ

り

認

知

症

で

は

な

い

か

と

心

配

で

あ

る

家

族

の

こ

と

で
、

最

近
「

も

の

忘

れ
」

が

あ

り

認

知

症

で

は

な

い

か

と

心

配

で

あ

る

将

来
、

自

分

や

家

族

が

認

知

症

に

な

ら

な

い

か
、

漠

然

と

し

た

不

安

を

感

じ

る

自

分

が

認

知

症

に

な
っ

た

と

き
、

家

族

を

含

め

周

囲

に

迷

惑

を

か

け

な

い

か

心

配

で

あ

る

認

知

症

を

ど

の

よ

う

に

予

防

し

た

ら

よ

い

か

わ

か

ら

な

い

家

族

な

ど

身

の

回

り

の

人

が

認

知

症

と

診

断

さ

れ

た

と

き

の

対

応

や

介

護

の

方

法

を

知

ら

な

い

認

知

症

の

こ

と

に

つ

い

て
、

ど

こ

に

相

談

し

た

ら

よ

い

か

わ

か

ら

な

い

そ

の

他

特

に

心

配

や

不

安

は

な

い

無

回

答

171 78 392 474 215 167 159 11 147 43

19.7% 9.0% 45.2% 54.6% 24.8% 19.2% 18.3% 1.3% 16.9% 5.0%

11 11 71 79 38 38 32 0 30 3

7.7% 7.7% 49.7% 55.2% 26.6% 26.6% 22.4% 0.0% 21.0% 2.1%

44 24 104 108 51 35 40 2 30 8

22.3% 12.2% 52.8% 54.8% 25.9% 17.8% 20.3% 1.0% 15.2% 4.1%

38 15 106 121 53 40 37 1 34 11

17.1% 6.8% 47.7% 54.5% 23.9% 18.0% 16.7% 0.5% 15.3% 5.0%

41 12 55 85 44 25 26 2 24 7

28.1% 8.2% 37.7% 58.2% 30.1% 17.1% 17.8% 1.4% 16.4% 4.8%

37 16 51 77 28 27 22 6 25 9

25.7% 11.1% 35.4% 53.5% 19.4% 18.8% 15.3% 4.2% 17.4% 6.3%

222

80～84歳 146

85歳以上

全体

（単純集計）
868

144

年

齢

別

65～69歳 143

70～74歳 197

75～79歳
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問 33 もし、あなたやあなたの身近な人が、認知症と診断された場合、どのような支援
を受けたいと思いますか。（複数回答） 

○認知症と診断された場合に受けたい支援では、「どのような介護・福祉サービスを利用でき

るかを紹介してほしい」が 66.1％と最も高く、次いで「認知症の専門医を紹介してほしい」

47.6％、「同じ境遇にある人と、不安や心配事を語り合う場がほしい」15.3％となっていま

す。 

○前回調査と比較すると、特に大きな差はみられません。 
 

【全体】 

 

 

○年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「どのような介護・福祉サービスを利用できるかを

紹介してほしい」の割合が低くなっています。 
 

  

47.6 

66.1 

15.3 

0.6 

3.6 

12.8 

50.6 

69.0 

18.2 

0.8 

3.2 

12.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

認知症の専門医を紹介してほしい

どのような介護・福祉サービスを利用できるかを紹介してほ

しい

同じ境遇にある人と、不安や心配事を語り合う場がほしい

その他

特に支援を受けたいと思わない

わからない

今回調査(n=868)

前回調査(n=846)

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

認

知

症

の

専

門

医

を

紹

介

し

て

ほ

し

い ど

の

よ

う

な

介

護

・

福

祉

サ
ー

ビ

ス

を

利

用

で

き

る

か

を

紹

介

し

て

ほ

し

い 同

じ

境

遇

に

あ

る

人

と
、

不

安

や

心

配

事

を

語

り

合

う

場

が

ほ

し

い

そ

の

他

特

に

支

援

を

受

け

た

い

と

思

わ

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

413 574 133 5 31 111 46

47.6% 66.1% 15.3% 0.6% 3.6% 12.8% 5.3%

77 109 27 0 4 13 4

53.8% 76.2% 18.9% 0.0% 2.8% 9.1% 2.8%

102 137 27 0 8 29 3

51.8% 69.5% 13.7% 0.0% 4.1% 14.7% 1.5%

98 153 31 1 5 28 12

44.1% 68.9% 14.0% 0.5% 2.3% 12.6% 5.4%

67 87 29 1 8 14 10

45.9% 59.6% 19.9% 0.7% 5.5% 9.6% 6.8%

64 82 17 3 5 24 13

44.4% 56.9% 11.8% 2.1% 3.5% 16.7% 9.0%

222

80～84歳 146

85歳以上

全体

（単純集計）
868

144

年

齢

別

65～69歳 143

70～74歳 197

75～79歳
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問 34 認知症について、あなたが知っている相談先について教えてください。 
（複数回答） 

○認知症についての相談先では、「病院・診療所」が 55.6％と最も高く、次いで「地域包括支

援センター」29.6％、「ケアマネジャー」24.9％となっています。 
 

【全体】 

 

 

○性別でみると、男性が女性より「知らない」の割合が 12.4 ポイント、女性が男性より「地

域包括支援センター」の割合が 14.1ポイント高くなっています。 

 

 

  

55.6 

29.6 

8.3 

24.9 

1.3 

0.8 

23.7 

5.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

病院・診療所

地域包括支援センター

民生委員

ケアマネジャー

保健所

その他

知らない

無回答

今回調査(n=868)

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

病

院

・

診

療

所

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ
ー

民

生

委

員

ケ

ア

マ

ネ

ジ
ャ

ー

保

健

所

そ

の

他

知

ら

な

い

無

回

答

483 257 72 216 11 7 206 49

55.6% 29.6% 8.3% 24.9% 1.3% 0.8% 23.7% 5.6%

202 82 28 82 5 3 115 17

54.4% 22.1% 7.5% 22.1% 1.3% 0.8% 31.0% 4.6%

268 171 40 127 5 4 88 28

56.7% 36.2% 8.5% 26.8% 1.1% 0.8% 18.6% 5.9%

1 1 0 2 0 0 1 0

33.3% 33.3% 0.0% 66.7% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0%

全体

（単純集計）
868

性

別

男性 371

女性 473

答えたくない 3
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問 35 認知症予防や認知症への支援について知っていますか。（複数回答） 

○認知症予防・支援にかかわる事業の認知度では、「介護サービス等（デイケア、ショートス

テイ、訪問介護・看護、福祉用具貸与等）」が 35.0％と最も高く、次いで「認知症の人が入

所できる施設（グループホーム、特別養護老人ホーム、介護付有料老人ホーム等）」30.9％、

「芦屋町認知症あんしんガイド」14.1％となっています。 
 

【全体】 

 

 

○年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「防災メールまもるくん（福岡県）」「介護サービス

等（デイケア、ショートステイ、訪問介護・看護、福祉用具貸与等）」の割合が低くなって

います。 
 

  

14.1 

2.3 

6.6 

3.7 

5.6 

7.1 

2.3 

9.6 

30.9 

35.0 

41.2 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

芦屋町認知症あんしんガイド

遠賀中間地区はいかい高齢者等SOSネットワークシステム

防災メールまもるくん（福岡県）

認知症高齢者等見守りシール

認知症カフェ（オレンジカフェ）

認知症予防教室

認知症サポーター養成講座

成年後見制度

認知症の人が入所できる施設（グループホーム、特別養護老

人ホーム、介護付有料老人ホーム等）

介護サービス等（デイケア、ショートステイ、訪問介護・看

護、福祉用具貸与等）

無回答

今回調査(n=868)

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

芦

屋

町

認

知

症

あ

ん

し

ん

ガ

イ

ド

遠

賀

中

間

地

区

は

い

か

い

高

齢

者

等

S

O

S

ネ
ッ

ト

ワ
ー

ク

シ

ス

テ

ム

防

災

メ
ー

ル

ま

も

る

く

ん
（

福

岡

県
）

認

知

症

高

齢

者

等

見

守

り

シ
ー

ル

認

知

症

カ

フ
ェ

（

オ

レ

ン

ジ

カ

フ
ェ

）

認

知

症

予

防

教

室

認

知

症

サ

ポ
ー

タ
ー

養

成

講

座

成

年

後

見

制

度

認

知

症

の

人

が

入

所

で

き

る

施

設
（

グ

ル
ー

プ

ホ
ー

ム
、

特

別

養

護

老

人

ホ
ー

ム
、

介

護

付

有

料

老

人

ホ
ー

ム

等
）

介

護

サ
ー

ビ

ス

等
（

デ

イ

ケ

ア
、

シ
ョ

ー

ト

ス

テ

イ
、

訪

問

介

護

・

看

護
、

福

祉

用

具

貸

与

等
）

無

回

答

122 20 57 32 49 62 20 83 268 304 358

14.1% 2.3% 6.6% 3.7% 5.6% 7.1% 2.3% 9.6% 30.9% 35.0% 41.2%

18 4 19 5 7 6 4 25 51 56 48

12.6% 2.8% 13.3% 3.5% 4.9% 4.2% 2.8% 17.5% 35.7% 39.2% 33.6%

32 8 16 8 11 12 5 22 65 74 76

16.2% 4.1% 8.1% 4.1% 5.6% 6.1% 2.5% 11.2% 33.0% 37.6% 38.6%

36 4 15 6 17 19 3 23 67 81 87

16.2% 1.8% 6.8% 2.7% 7.7% 8.6% 1.4% 10.4% 30.2% 36.5% 39.2%

20 3 7 7 8 13 4 6 41 47 66

13.7% 2.1% 4.8% 4.8% 5.5% 8.9% 2.7% 4.1% 28.1% 32.2% 45.2%

14 1 0 6 6 11 3 7 41 44 70

9.7% 0.7% 0.0% 4.2% 4.2% 7.6% 2.1% 4.9% 28.5% 30.6% 48.6%

222

80～84歳 146

85歳以上

全体

（単純集計）
868

144

年

齢

別

65～69歳 143

70～74歳 197

75～79歳
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問 36 あなたは、芦屋町で生活していく中で、自立、かつ、安心して暮らすために必要
だと思うことは何ですか。（複数回答） 

○町で自立かつ安心して生活するために必要なことでは、「身寄りのない高齢者などが、最期

まで安心して暮らせる制度や取組の周知」が 49.5％と最も高く、次いで「認知症の人や家

族の手助けにつながる環境づくり」42.7％、「安心・安全に外出・帰宅できるよう、地域の

人の見守り・声かけ」40.9％となっています。 
 

【全体】 

 
 

○年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「認知症の人や家族の手助けにつながる環境づくり」

の割合が低くなっています。 
 

  

40.9 

42.7 

27.1 

11.5 

18.0 

49.5 

1.3 

15.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

安心・安全に外出・帰宅できるよう、地域の人の見守

り・声かけ

認知症の人や家族の手助けにつながる環境づくり

お店や銀行などが、認知症の人にやさしい対応ができる

町づくり

認知症の人が大切な情報を受け取れるよう、スマート

フォンの使い方のサポート

認知症の人が使いやすい製品・サービスの周知

身寄りのない高齢者などが、最期まで安心して暮らせる

制度や取組の周知

その他

無回答 今回調査(n=868)

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

安

心

・

安

全

に

外

出

・

帰

宅

で

き

る

よ

う
、

地

域

の

人

の

見

守

り

・

声

か

け 認

知

症

の

人

や

家

族

の

手

助

け

に

つ

な

が

る

環

境

づ

く

り

お

店

や

銀

行

な

ど

が
、

認

知

症

の

人

に

や

さ

し

い

対

応

が

で

き

る

町

づ

く

り 認

知

症

の

人

が

大

切

な

情

報

を

受

け

取

れ

る

よ

う
、

ス

マ
ー

ト

フ
ォ

ン

の

使

い

方

の

サ

ポ
ー

ト

認

知

症

の

人

が

使

い

や

す

い

製

品

・

サ
ー

ビ

ス

の

周

知

身

寄

り

の

な

い

高

齢

者

な

ど

が
、

最

期

ま

で

安

心

し

て

暮

ら

せ

る

制

度

や

取

組

の

周

知

そ

の

他

無

回

答

355 371 235 100 156 430 11 137

40.9% 42.7% 27.1% 11.5% 18.0% 49.5% 1.3% 15.8%

68 71 39 16 27 77 3 13

47.6% 49.7% 27.3% 11.2% 18.9% 53.8% 2.1% 9.1%

86 97 49 20 40 111 1 17

43.7% 49.2% 24.9% 10.2% 20.3% 56.3% 0.5% 8.6%

87 88 65 25 44 108 3 40

39.2% 39.6% 29.3% 11.3% 19.8% 48.6% 1.4% 18.0%

51 57 40 21 21 61 2 33

34.9% 39.0% 27.4% 14.4% 14.4% 41.8% 1.4% 22.6%

59 55 39 17 21 65 2 28

41.0% 38.2% 27.1% 11.8% 14.6% 45.1% 1.4% 19.4%

222

80～84歳 146

85歳以上

全体

（単純集計）
868

144

年

齢

別

65～69歳 143

70～74歳 197

75～79歳
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６．成年後見制度の利用促進について 

問 38 あなたは、成年後見制度を知っていますか。（単数回答） 

○成年後見制度の認知度では、「言葉だけは知っている」が 36.2％と最も高く、次いで「ある

程度知っている」26.2％、「知らない」25.2％となっています。 

○前回調査と比較すると、特に大きな差はみられません。 
 

【全体】 

 
 

○年齢別でみると、65～69歳では「ある程度知っている」、70～84歳では「言葉だけは知って

いる」、85歳以上では「言葉だけは知っている」「知らない」が最も高くなっています。 
 

 

 

  

5.5 

6.5 

26.2 

26.8 

36.2 

37.2 

25.2 

24.7 

6.9 

4.7 

今回調査

(n=868)

前回調査

(n=846)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく知っている ある程度知っている 言葉だけは知っている 知らない 無回答

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

よ

く

知
っ

て

い

る

あ

る

程

度

知
っ

て

い

る

言

葉

だ

け

は

知
っ

て

い

る

知

ら

な

い

無

回

答

48 227 314 219 60

5.5% 26.2% 36.2% 25.2% 6.9%

9 49 43 37 5

6.3% 34.3% 30.1% 25.9% 3.5%

11 52 72 53 9

5.6% 26.4% 36.5% 26.9% 4.6%

15 68 85 44 10

6.8% 30.6% 38.3% 19.8% 4.5%

9 22 64 34 17

6.2% 15.1% 43.8% 23.3% 11.6%

2 32 47 47 16

1.4% 22.2% 32.6% 32.6% 11.1%

222

80～84歳 146

85歳以上

全体

（単純集計）
868

144

年

齢

別

65～69歳 143

70～74歳 197

75～79歳
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問 39 町が、成年後見制度の利用促進を行う場合、最も効果的だと思う取組を次の中か
ら選んでください。（単数回答） 

○最も効果的だと思う取組では、「わからない」が 29.0％と最も高く、次いで「広報紙などを

通じた住民全体への制度の周知」27.0％、「相談会の開催などによる、制度の利用を検討し

ている人への個別支援」11.9％となっています。 

○前回調査と比較すると、特に大きな差はみられません。 
 

【全体】 

 

 

○性別でみると、男性では「広報紙などを通じた住民全体への制度の周知」31.3％、女性で

は「わからない」30.4％が最も高くなっています。 

○年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「わからない」の割合が高くなっています。 
 

  

27.0 

29.7 

4.0 

5.4 

11.9 

15.0 

5.4 

4.1 

3.5 

4.0 

29.0 

32.3 

1.0 

0.6 

18.2 

8.9 

今回調査

(n=868)

前回調査

(n=846)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

広報紙などを通じた住民全体への制度の周知

専門家による講演会などを通じた住民への啓発

相談会の開催などによる、制度の利用を検討している人への個別支援

裁判所への申立費用や後見人への報酬支払いなどに関する金銭面での支援

後見人の支援のための関係機関ネットワークなどの体制づくり

わからない

その他

無回答

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

広

報

紙

な

ど

を

通

じ

た

住

民

全

体

へ

の

制

度

の

周

知

専

門

家

に

よ

る

講

演

会

な

ど

を

通

じ

た

住

民

へ

の

啓

発

相

談

会

の

開

催

な

ど

に

よ

る
、

制

度

の

利

用

を

検

討

し

て

い

る

人

へ

の

個

別

支

援

裁

判

所

へ

の

申

立

費

用

や

後

見

人

へ

の

報

酬

支

払

い

な

ど

に

関

す

る

金

銭

面

で

の

支

援

後

見

人

の

支

援

の

た

め

の

関

係

機

関

ネ
ッ

ト

ワ
ー

ク

な

ど

の

体

制

づ

く

り

わ

か

ら

な

い

そ

の

他

無

回

答

234 35 103 47 30 252 9 158

27.0% 4.0% 11.9% 5.4% 3.5% 29.0% 1.0% 18.2%

116 13 33 24 19 104 5 57

31.3% 3.5% 8.9% 6.5% 5.1% 28.0% 1.3% 15.4%

115 20 67 23 10 144 4 90

24.3% 4.2% 14.2% 4.9% 2.1% 30.4% 0.8% 19.0%

0 0 1 0 0 1 0 1

0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 33.3%

41 7 31 12 4 31 1 16

28.7% 4.9% 21.7% 8.4% 2.8% 21.7% 0.7% 11.2%

61 8 25 15 7 50 3 28

31.0% 4.1% 12.7% 7.6% 3.6% 25.4% 1.5% 14.2%

57 9 24 8 13 71 2 38

25.7% 4.1% 10.8% 3.6% 5.9% 32.0% 0.9% 17.1%

31 8 9 6 3 48 0 41

21.2% 5.5% 6.2% 4.1% 2.1% 32.9% 0.0% 28.1%

42 3 12 6 3 48 3 27

29.2% 2.1% 8.3% 4.2% 2.1% 33.3% 2.1% 18.8%

222

80～84歳 146

85歳以上

全体

（単純集計）
868

性

別

男性 371

女性 473

答えたくない 3

144

年

齢

別

65～69歳 143

70～74歳 197

75～79歳
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７．安全・安心な暮らしについて 

問 40 あなたは、災害時（台風や地震など）に一人で避難の必要性を判断し、避難場所
まで避難することができますか。（単数回答） 

○災害時の一人での避難では、「一人で避難の必要性を判断し、避難できる」が 62.9％と最も

高く、次いで「避難の必要性は判断できるが、一人では避難できない」16.0％、「わからな

い」8.8％となっています。 

○前回調査と比較すると、特に大きな差はみられません。 
 

【全体】 

 

 

○性別でみると、男性が女性より「一人で避難の必要性を判断し、避難できる」の割合が

20.6 ポイント、女性が男性より「避難の必要性は判断できるが、一人では避難できない」

の割合が 12.9ポイント高くなっています。 

○年齢別でみると、85 歳以上では「一人で避難の必要性を判断し、避難できる」の割合が他

の年代と比べて低く、「避難の必要性は判断できるが、一人では避難できない」の割合が他

の年代と比べて高くなっています 
 

  

62.9 

63.1 

16.0 

17.5 

3.3 

5.4 

8.8 

8.4 

9.0 

5.6 

今回調査

(n=868)

前回調査

(n=846)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一人で避難の必要性を判断し、避難できる

避難の必要性は判断できるが、一人では避難できない

一人では避難の必要性を判断できないし、避難もできない

わからない

無回答

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

一

人

で

避

難

の

必

要

性

を

判

断

し
、

避

難

で

き

る

避

難

の

必

要

性

は

判

断

で

き

る

が
、

一

人

で

は

避

難

で

き

な

い

一

人

で

は

避

難

の

必

要

性

を

判

断

で

き

な

い

し
、

避

難

も

で

き

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

546 139 29 76 78

62.9% 16.0% 3.3% 8.8% 9.0%

277 33 7 28 26

74.7% 8.9% 1.9% 7.5% 7.0%

256 103 22 45 47

54.1% 21.8% 4.7% 9.5% 9.9%

3 0 0 0 0

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

115 10 2 11 5

80.4% 7.0% 1.4% 7.7% 3.5%

135 25 2 25 10

68.5% 12.7% 1.0% 12.7% 5.1%

156 29 7 13 17

70.3% 13.1% 3.2% 5.9% 7.7%

86 27 5 12 16

58.9% 18.5% 3.4% 8.2% 11.0%

46 45 13 14 26

31.9% 31.3% 9.0% 9.7% 18.1%

222

80～84歳 146

85歳以上

全体

（単純集計）
868

性

別

男性 371

女性 473

答えたくない 3

144

年

齢

別

65～69歳 143

70～74歳 197

75～79歳
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問 40 で「２．避難の必要性は判断できるが、一人では避難できない」「３．一人では避難の必要性を判断

できないし、避難もできない」と回答した方 

問 40-① 災害などで避難するとき、自宅の近くに手助けを頼める人がいますか。 
（単数回答） 

○災害時に助けを頼める相手では、「同居の家族」が 50.0％と最も高く、次いで「別居の子ど

もなど、親族」16.7％、「近所の人、友人・知人」10.7％となっています。 

○前回調査と比較すると、「別居の子どもなど、親族」の割合が 8.0 ポイント低くなっていま

す。 
 

【全体】 

 

 

  

50.0 

52.6 

16.7 

24.7 

10.7 

10.3 

1.8 

2.1 

3.6 

2.6 

1.2 

0.5 

7.1 

4.1 

8.9 

3.1 

今回調査

(n=168)

前回調査

(n=194)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

同居の家族 別居の子どもなど、親族 近所の人、友人・知人

民生委員・児童委員 区長を始めとする自治区の役員 ケアマネジャーなどの事業者

その他 助けを求める相手はいない 無回答



 

57 

問 41 あなたは、急なけがや病気などによる入院などの際、だれに助けを求めますか。
（複数回答） 

○急な入院などの際に助けを求める相手では、「同居の家族」が 66.5％と最も高く、次いで

「別居の子どもなど、親族」53.8％、「近所の人、友人・知人」15.3％となっています。 

○前回調査と比較すると、「別居の子どもなど、親族」の割合が 4.6 ポイント低くなっていま

す。 
 

【全体】 

 

 

○性別でみると、男性が女性より「同居の家族」の割合が 14.7ポイント高くなっています。 

○年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「同居の家族」の割合が低くなっています。 
 

  

66.5 

53.8 

15.3 

1.7 

1.6 

2.5 

0.8 

2.2 

63.1 

58.4 

17.7 

3.9 

1.7 

2.6 

1.2 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

同居の家族

別居の子どもなど、親族

近所の人、友人・知人

民生委員・児童委員

区長を始めとする自治区の役員

ケアマネジャーなどの事業者

その他

助けを求める相手はいない

今回調査(n=868)

前回調査(n=846)

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

同

居

の

家

族

別

居

の

子

ど

も

な

ど
、

親

族

近

所

の

人
、

友

人

・

知

人

民

生

委

員

・

児

童

委

員

区

長

を

始

め

と

す

る

自

治

区

の

役

員

ケ

ア

マ

ネ

ジ
ャ

ー

な

ど

の

事

業

者

そ

の

他

助

け

を

求

め

る

相

手

は

い

な

い

無

回

答

577 467 133 15 14 22 7 19 34

66.5% 53.8% 15.3% 1.7% 1.6% 2.5% 0.8% 2.2% 3.9%

279 187 52 7 7 6 3 8 13

75.2% 50.4% 14.0% 1.9% 1.9% 1.6% 0.8% 2.2% 3.5%

286 268 77 7 7 13 3 10 19

60.5% 56.7% 16.3% 1.5% 1.5% 2.7% 0.6% 2.1% 4.0%

1 2 0 0 0 0 0 1 0

33.3% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0%

111 70 19 3 2 2 0 6 3

77.6% 49.0% 13.3% 2.1% 1.4% 1.4% 0.0% 4.2% 2.1%

145 107 26 1 2 1 2 4 7

73.6% 54.3% 13.2% 0.5% 1.0% 0.5% 1.0% 2.0% 3.6%

146 127 39 4 1 3 3 5 10

65.8% 57.2% 17.6% 1.8% 0.5% 1.4% 1.4% 2.3% 4.5%

89 83 27 3 4 5 0 2 4

61.0% 56.8% 18.5% 2.1% 2.7% 3.4% 0.0% 1.4% 2.7%

78 72 19 4 5 10 1 2 9

54.2% 50.0% 13.2% 2.8% 3.5% 6.9% 0.7% 1.4% 6.3%

222

80～84歳 146

85歳以上

全体

（単純集計）
868

性

別

男性 371

女性 473

答えたくない 3

144

年

齢

別

65～69歳 143

70～74歳 197

75～79歳
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問 42 あなたは、悩みや心配ごとがある場合、主にどこに相談しますか。（３つまで） 

○悩みや心配ごとがある場合の相談先では、「同居の家族」が 63.1％と最も高く、次いで「離

れて暮らしている家族」49.8％、「友人、知人」27.5％となっています。 

○前回調査と比較すると、「親戚」の割合が 6.7ポイント低くなっています。 
 

【全体】 

 
 

  

63.1 

49.8 

19.0 

27.5 

1.5 

5.8 

3.9 

1.5 

0.3 

0.3 

7.1 

0.7 

2.1 

1.7 

60.5 

52.5 

25.7 

25.8 

2.7 

6.7 

7.2 

1.7 

0.4 

1.4 

8.3 

1.1 

4.0 

3.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

同居の家族

離れて暮らしている家族

親戚

友人、知人

民生委員・児童委員

芦屋町役場

地域包括支援センター

社会福祉協議会

町役場以外の行政機関（県など）

保健や福祉サービスの事業者

かかりつけの医療機関

その他

わからない

相談できる人がいない

今回調査(n=868)

前回調査(n=846)
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○性別でみると、男性が女性より「同居の家族」の割合が 15.8 ポイント、女性が男性より

「離れて暮らしている家族」の割合が 11.9 ポイント、「友人、知人」の割合が 10.8 ポイン

ト高くなっています。 

○年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「同居の家族」の割合が低くなっています。 
 

 

  

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

同

居

の

家

族

離

れ

て

暮

ら

し

て

い

る

家

族

親

戚

友

人
、

知

人

民

生

委

員

・

児

童

委

員

芦

屋

町

役

場

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ
ー

社

会

福

祉

協

議

会

町

役

場

以

外

の

行

政

機

関
（

県

な

ど
）

保

健

や

福

祉

サ
ー

ビ

ス

の

事

業

者

か

か

り

つ

け

の

医

療

機

関

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

相

談

で

き

る

人

が

い

な

い

無

回

答

548 432 165 239 13 50 34 13 3 3 62 6 18 15 36

63.1% 49.8% 19.0% 27.5% 1.5% 5.8% 3.9% 1.5% 0.3% 0.3% 7.1% 0.7% 2.1% 1.7% 4.1%

269 160 63 79 7 29 13 8 3 1 25 3 7 8 12

72.5% 43.1% 17.0% 21.3% 1.9% 7.8% 3.5% 2.2% 0.8% 0.3% 6.7% 0.8% 1.9% 2.2% 3.2%

268 260 100 152 6 20 18 5 0 2 35 3 10 6 20

56.7% 55.0% 21.1% 32.1% 1.3% 4.2% 3.8% 1.1% 0.0% 0.4% 7.4% 0.6% 2.1% 1.3% 4.2%

1 2 0 2 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0

33.3% 66.7% 0.0% 66.7% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0%

104 68 29 46 2 11 3 1 1 2 9 0 5 3 3

72.7% 47.6% 20.3% 32.2% 1.4% 7.7% 2.1% 0.7% 0.7% 1.4% 6.3% 0.0% 3.5% 2.1% 2.1%

132 89 32 73 3 5 6 5 1 0 14 3 5 3 7

67.0% 45.2% 16.2% 37.1% 1.5% 2.5% 3.0% 2.5% 0.5% 0.0% 7.1% 1.5% 2.5% 1.5% 3.6%

137 117 47 53 3 16 8 3 0 1 12 2 2 6 8

61.7% 52.7% 21.2% 23.9% 1.4% 7.2% 3.6% 1.4% 0.0% 0.5% 5.4% 0.9% 0.9% 2.7% 3.6%

88 77 27 38 1 11 5 2 1 0 13 0 4 3 6

60.3% 52.7% 18.5% 26.0% 0.7% 7.5% 3.4% 1.4% 0.7% 0.0% 8.9% 0.0% 2.7% 2.1% 4.1%

79 73 28 25 4 7 11 2 0 0 13 1 2 0 9

54.9% 50.7% 19.4% 17.4% 2.8% 4.9% 7.6% 1.4% 0.0% 0.0% 9.0% 0.7% 1.4% 0.0% 6.3%
144

年

齢

別

65～69歳 143

70～74歳 197

75～79歳 222

80～84歳 146

85歳以上

全体

（単純集計）
868

性

別

男性 371

女性 473

答えたくない 3
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８．介護について 

問 43 あなたは、介護保険制度に基づく要介護度の認定を受けていますか。（単数回答） 

○要介護度の認定状況では、「要介護度の認定を受けていない」が 80.9％と最も高く、次いで

「要支援認定を受けている」7.7％、「要介護認定を受けている」5.1％となっています。 

○前回調査と比較すると、特に大きな差はみられません。 

 

【全体】 

 

 

○年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「要介護度の認定を受けていない」の割合が低くな

っています。また、85 歳以上では「要支援認定を受けている」の割合が他の年代と比べて

高くなっています 

 

 

 

  

7.7 

7.4 

5.1 

4.5 

80.9 

81.0 

6.3 

7.1 

今回調査

(n=868)

前回調査

(n=846)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要支援認定を受けている 要介護認定を受けている 要介護度の認定を受けていない 無回答

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

要

支

援

認

定

を

受

け

て

い

る

要

介

護

認

定

を

受

け

て

い

る

要

介

護

度

の

認

定

を

受

け

て

い

な

い

無

回

答

67 44 702 55

7.7% 5.1% 80.9% 6.3%

3 2 134 4

2.1% 1.4% 93.7% 2.8%

4 6 176 11

2.0% 3.0% 89.3% 5.6%

17 4 191 10

7.7% 1.8% 86.0% 4.5%

12 11 113 10

8.2% 7.5% 77.4% 6.8%

30 20 78 16

20.8% 13.9% 54.2% 11.1%

222

80～84歳 146

85歳以上

全体

（単純集計）
868

144

年

齢

別

65～69歳 143

70～74歳 197

75～79歳
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【要支援認定の内訳】 

○「要支援 １」が 52.2％、「要支援 ２」が 40.3％となっています。 

○前回調査と比較すると、特に大きな差はみられません。 
 

 
 
 

【要介護認定の内訳】 

○「要介護 １」が 40.9％と最も高く、次いで「要介護 ２」31.8％、「要介護 ３」13.6％

となっています。 

○前回調査と比較すると、「要介護 １」の割合が19.8ポイント、「要介護 ２」の割合が5.5

ポイント高く、「要介護 ３」の割合が 12.7ポイント、「要介護 ４」の割合が 11.3ポイン

ト低くなっています。 
 

 

  

52.2 

49.2 

40.3 

42.9 

7.5 

7.9 

今回調査

(n=67)

前回調査

(n=63)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要支援１ 要支援２ 無回答

40.9 

21.1 

31.8 

26.3 

13.6 

26.3 

4.5 

15.8 

4.5 

7.9 

4.5 

2.6 

今回調査

(n=44)

前回調査

(n=38)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 無回答
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問 44 あなたが介護を受ける立場なら、どのような介護を受けたいと思いますか。 
（単数回答） 

○介護を受ける場合に受けたい介護では、「自宅に居住したまま、必要な介護サービスや家族

による介護を選択しながら介護を受けたい」が 44.2％と最も高く、次いで「わからない」

18.1％、「生活支援などのサービスが付いた高齢者向けの居住施設（有料老人ホームなど）

に入居し、必要な介護保険サービスを選択して介護を受けたい」14.6％となっています。 

○前回調査と比較すると、「自宅に居住したまま、必要な介護サービスや家族による介護を選

択しながら介護を受けたい」の割合が 4.0 ポイント高く、「わからない」の割合が 4.5 ポイ

ント低くなっています。 

※前回調査では設問選択肢が異なるため参考程度。 

 

【全体】 

 

 
 

  

44.2 14.6 12.8 0.3 18.1 9.9 
今回調査

(n=868)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅に居住したまま、必要な介護サービスや家族による介護を選択しながら介護を受けたい

生活支援などのサービスが付いた高齢者向けの居住施設（有料老人ホームなど）に入居し、必要な介護保険サービスを選択して介護を受けたい

特別養護老人ホームなどの介護施設に入所して、施設の介護スタッフによる介護を受けたい

その他

わからない

無回答

40.2 10.5 8.6 10.4 1.3 22.6 6.4 
前回調査

(n=846)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅に居住したまま、必要な介護サービスや家族による介護を選択しながら介護を受けたい

見守りなどのサービスが付いた高齢者専用の集合住宅に入居し、必要な介護保険サービスを選択して介護を受けたい

少人数で共同生活をするグループホームなどに入所して、施設の介護スタッフによる介護を受けたい

特別養護老人ホームなどの規模の大きな介護施設に入所して、施設の介護スタッフによる介護を受けたい

その他

わからない

無回答
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問 44 で「１．自宅に居住したまま、必要な介護サービスや家族による介護を選択しながら介護を受けた

い」と回答した方 

問 44-① 「自宅で介護を受けたい」と思う理由は何ですか。（複数回答） 

○自宅で介護を受けたいと思う理由では、「住み慣れた家を離れたくないから」が 65.9％と最

も高く、次いで「家族と一緒に過ごしたいから」63.0％、「介護施設などに入所・入居した

いが経済的に困難だから」22.7％となっています。 

○前回調査と比較すると、「家族と一緒に過ごしたいから」の割合が 5.5ポイント低く、「介護

施設などに入所・入居したいが、希望する施設に空きがないと思うから」の割合が 5.0ポイ

ント高くなっています。 
 

【全体】 

 

 

○性別でみると、男性が女性より「家族と一緒に過ごしたいから」の割合が 21.8 ポイント高

くなっています。 

○年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「友人・知人がまわりにいるので離れたくないから」

の割合が高くなっています。 
 

  

63.0 

17.2 

65.9 

22.7 

11.5 

68.5 

18.5 

65.9 

21.8 

6.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

家族と一緒に過ごしたいから

友人・知人がまわりにいるので離れたくないから

住み慣れた家を離れたくないから

介護施設などに入所・入居したいが経済的に困難だから

介護施設などに入所・入居したいが、希望する施設に空

きがないと思うから

今回調査(n=384)

前回調査(n=340)

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

家

族

と

一

緒

に

過

ご

し

た

い

か

ら

友

人

・

知

人

が

ま

わ

り

に

い

る

の

で

離

れ

た

く

な

い

か

ら

住

み

慣

れ

た

家

を

離

れ

た

く

な

い

か

ら 介

護

施

設

な

ど

に

入

所

・

入

居

し

た

い

が

経

済

的

に

困

難

だ

か

ら

介

護

施

設

な

ど

に

入

所

・

入

居

し

た

い

が
、

希

望

す

る

施

設

に

空

き

が

な

い

と

思

う

か

ら

無

回

答

242 66 253 87 44 0

63.0% 17.2% 65.9% 22.7% 11.5% 0.0%

131 24 121 30 18 0

75.3% 13.8% 69.5% 17.2% 10.3% 0.0%

106 41 127 53 23 0

53.5% 20.7% 64.1% 26.8% 11.6% 0.0%

1 0 0 1 0 0

100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

36 6 35 16 9 0

56.3% 9.4% 54.7% 25.0% 14.1% 0.0%

62 11 60 21 7 0

72.1% 12.8% 69.8% 24.4% 8.1% 0.0%

62 22 71 24 13 0

59.6% 21.2% 68.3% 23.1% 12.5% 0.0%

42 15 46 12 5 0

60.9% 21.7% 66.7% 17.4% 7.2% 0.0%

37 12 39 12 8 0

67.3% 21.8% 70.9% 21.8% 14.5% 0.0%
55

年

齢

別

65～69歳 64

70～74歳 86

75～79歳 104

80～84歳 69

85歳以上

全体

（単純集計）
384

性

別

男性 174

女性 198

答えたくない 1
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問 45 あなたは、高齢者を介護する家族に対する支援として、何が必要だと思いますか。
（複数回答） 

○高齢者を介護する家族に必要な支援では、「介護の相談窓口」が 50.3％と最も高く、次いで

「紙おむつの支給など、町の高齢者福祉サービスに関する情報提供」37.6％、「介護の知識

や方法を学ぶ教室」29.3％となっています。 

○前回調査と比較すると、特に大きな差はみられません。 
 

【全体】 

 

 

  

50.3 

29.3 

22.8 

37.6 

24.4 

6.6 

15.3 

22.0 

16.1 

0.8 

5.1 

13.9 

47.3 

30.1 

22.9 

35.5 

24.5 

7.9 

17.3 

18.7 

15.8 

1.3 

4.3 

17.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

介護の相談窓口

介護の知識や方法を学ぶ教室

認知症の対応について学ぶ教室

紙おむつの支給など、町の高齢者福祉サービスに関する情

報提供

介護者の心のケア（カウンセリングなど）

高齢者虐待防止の啓発や学習活動

介護者同士で悩みや不安を語り合える場

認知症などで、帰る家がわからなくなった人を早期発見す

るための仕組み

介護支援をするボランティアと家族をつなぐ（コーディネ

イト）仕組み

その他

特にない

わからない

今回調査(n=868)

前回調査(n=846)
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○年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「認知症の対応について学ぶ教室」「介護者の心のケ

ア（カウンセリングなど）」の割合が低くなっています。また、85 歳以上では「認知症など

で、帰る家がわからなくなった人を早期発見するための仕組み」の割合が他の年代と比べ

て低くなっています。 
 

  

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

介

護

の

相

談

窓

口

介

護

の

知

識

や

方

法

を

学

ぶ

教

室

認

知

症

の

対

応

に

つ

い

て

学

ぶ

教

室

紙

お

む

つ

の

支

給

な

ど
、

町

の

高

齢

者

福

祉

サ
ー

ビ

ス

に

関

す

る

情

報

提

供 介

護

者

の

心

の

ケ

ア
（

カ

ウ

ン

セ

リ

ン

グ

な

ど
）

高

齢

者

虐

待

防

止

の

啓

発

や

学

習

活

動 介

護

者

同

士

で

悩

み

や

不

安

を

語

り

合

え

る

場

認

知

症

な

ど

で
、

帰

る

家

が

わ

か

ら

な

く

な
っ

た

人

を

早

期

発

見

す

る

た

め

の

仕

組

み

介

護

支

援

を

す

る

ボ

ラ

ン

テ
ィ

ア

と

家

族

を

つ

な

ぐ
（

コ
ー

デ
ィ

ネ

イ

ト
）

仕

組

み

そ

の

他

特

に

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

437 254 198 326 212 57 133 191 140 7 44 121 62

50.3% 29.3% 22.8% 37.6% 24.4% 6.6% 15.3% 22.0% 16.1% 0.8% 5.1% 13.9% 7.1%

84 47 39 66 46 14 29 32 36 0 7 17 2

58.7% 32.9% 27.3% 46.2% 32.2% 9.8% 20.3% 22.4% 25.2% 0.0% 4.9% 11.9% 1.4%

112 64 49 82 57 16 27 56 36 2 6 27 12

56.9% 32.5% 24.9% 41.6% 28.9% 8.1% 13.7% 28.4% 18.3% 1.0% 3.0% 13.7% 6.1%

110 70 50 79 50 9 30 48 29 2 12 33 13

49.5% 31.5% 22.5% 35.6% 22.5% 4.1% 13.5% 21.6% 13.1% 0.9% 5.4% 14.9% 5.9%

62 35 32 48 31 12 28 35 16 2 10 14 15

42.5% 24.0% 21.9% 32.9% 21.2% 8.2% 19.2% 24.0% 11.0% 1.4% 6.8% 9.6% 10.3%

62 37 27 48 27 6 18 17 19 0 8 29 16

43.1% 25.7% 18.8% 33.3% 18.8% 4.2% 12.5% 11.8% 13.2% 0.0% 5.6% 20.1% 11.1%

222

80～84歳 146

85歳以上

全体

（単純集計）
868

144

年

齢

別

65～69歳 143

70～74歳 197

75～79歳
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問 46 あなたは、介護が必要になった場合に備えて、既に準備していることや、これか
ら準備しようと思っていることがありますか。（複数回答） 

○要介護状態になった場合への備えでは、「特にない」が 32.8％と最も高く、次いで「介護サ

ービス、高齢者福祉サービスについての情報収集」31.7％、「貯蓄など経済面での備えや、

財産管理のための手配」19.7％となっています。 

○前回調査と比較すると、特に大きな差はみられません。 
 

【全体】 

 

 

○性別でみると、男性では「特にない」36.9％、女性では「介護サービス、高齢者福祉サー

ビスについての情報収集」33.4％が最も高くなっています。また、男性が女性より「家族

に介護を依頼する」の割合が 10.6ポイント高くなっています。 

 

  

10.4 

19.7 

31.7 

16.1 

5.3 

9.2 

2.0 

1.0 

32.8 

11.5 

18.6 

32.4 

16.8 

3.1 

9.0 

2.0 

2.5 

34.9 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

民間の介護保険・保障などへの加入

貯蓄など経済面での備えや、財産管理のための手配

介護サービス、高齢者福祉サービスについての情報収集

家族に介護を依頼する

住宅の建て替えや改造

高齢者専用の賃貸住宅や有料老人ホームへの住み替え

子どもや親類の家への住み替え

その他

特にない

今回調査(n=868)

前回調査(n=846)

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

民

間

の

介

護

保

険

・

保

障

な

ど

へ

の

加

入

貯

蓄

な

ど

経

済

面

で

の

備

え

や
、

財

産

管

理

の

た

め

の

手

配

介

護

サ
ー

ビ

ス
、

高

齢

者

福

祉

サ
ー

ビ

ス

に

つ

い

て

の

情

報

収

集

家

族

に

介

護

を

依

頼

す

る

住

宅

の

建

て

替

え

や

改

造

高

齢

者

専

用

の

賃

貸

住

宅

や

有

料

老

人

ホ
ー

ム

へ

の

住

み

替

え

子

ど

も

や

親

類

の

家

へ

の

住

み

替

え

そ

の

他

特

に

な

い

無

回

答

90 171 275 140 46 80 17 9 285 79

10.4% 19.7% 31.7% 16.1% 5.3% 9.2% 2.0% 1.0% 32.8% 9.1%

39 73 110 81 19 33 6 2 137 22

10.5% 19.7% 29.6% 21.8% 5.1% 8.9% 1.6% 0.5% 36.9% 5.9%

45 96 158 53 27 45 11 7 141 54

9.5% 20.3% 33.4% 11.2% 5.7% 9.5% 2.3% 1.5% 29.8% 11.4%

1 0 1 0 0 0 0 0 2 0

33.3% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 66.7% 0.0%

全体

（単純集計）
868

性

別

男性 371

女性 473

答えたくない 3
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９．高齢社会対策への総合的な取り組みなどについて 

問 47 町が取り組む、高齢者が住み慣れた場所で安心して暮らしていける社会づくりに
向けた施策の中で、以下の項目についての現在の満足度と今後の重要度を教えて
下さい。（単数回答） 

○高齢者施策の『満足（「満足」＋「やや満足」）』では、「災害時の支援（戸別受信機の貸与、

福祉避難所の情報・設置など）」が 48.2％と最も高く、次いで「趣味・生きがい活動など

様々な社会活動への参加を促進するための取組」42.7％、「健康づくり、介護予防や認知症

予防のための取組」40.1％となっています。 

○高齢者施策の『不満（「不満」＋「やや不満」）』では、「高齢者向け住宅や施設の整備」が

39.1％と最も高く、次いで「外出しやすい環境の整備（公共交通機関の充実など）」33.3％、

「デジタル関連の支援（スマートフォン端末の貸与、利用講座など）」33.1％となっていま

す。 
 

【満足度】 

 

  

8.1 

5.4 

7.5 

5.3 

5.4 

4.6 

4.7 

3.0 

8.8 

6.3 

4.0 

2.8 

17.4 

34.6 

27.4 

32.6 

26.8 

27.9 

27.0 

25.6 

21.1 

30.6 

26.6 

28.5 

24.0 

30.8 

19.7 

23.3 

21.2 

25.0 

23.4 

23.3 

25.0 

29.0 

21.2 

22.5 

24.7 

26.2 

14.5 

5.2 

7.0 

4.3 

6.3 

6.3 

5.2 

6.6 

10.1 

5.1 

10.8 

5.8 

6.9 

3.3 

32.5 

36.9 

34.4 

36.5 

37.0 

40.0 

38.1 

36.8 

34.3 

33.8 

37.1 

40.2 

34.0 

１．趣味・生きがい活動など様々な社会活動への参加を促

進するための取組

２．高齢になっても生涯働き続けられる環境づくりのため

の取組

３．健康づくり、介護予防や認知症予防のための取組

４．いつまでも在宅生活を続けられるような多様な介護

サービスの整備

５．地域における見守り活動の促進のための取組

６．成年後見制度や高齢者虐待防止など高齢者の権利擁護

のための取組

７．高齢者に対する犯罪（特殊詐欺など）や消費者被害、

交通事故防止のための対策

８．高齢者向け住宅や施設の整備

９．役場・公民館などの公共施設など（道路を含む）にお

けるバリアフリー化の取組

10．外出しやすい環境の整備（公共交通機関の充実など）

11．住民同士の支えあい・助け合いのための活動支援や、

住民の意識の啓発

12．デジタル関連の支援（スマートフォン端末の貸与、利

用講座など）

13．災害時の支援（戸別受信機の貸与、福祉避難所の情

報・設置など）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答



 

68 

○高齢者施策の『重要（「重要」＋「やや重要」）』では、「いつまでも在宅生活を続けられる

ような多様な介護サービスの整備」が 68.0％と最も高く、次いで「健康づくり、介護予防

や認知症予防のための取組」「外出しやすい環境の整備（公共交通機関の充実など）」

67.0％、「高齢者に対する犯罪（特殊詐欺など）や消費者被害、交通事故防止のための対策」

65.6％となっています。 

○高齢者施策の『重要ではない（「重要ではない」＋「あまり重要ではない」）』では、「デジ

タル関連の支援（スマートフォン端末の貸与、利用講座など）」が 17.0％と最も高く、次い

で「趣味・生きがい活動など様々な社会活動への参加を促進するための取組」9.5％、「高

齢になっても生涯働き続けられる環境づくりのための取組」9.0％となっています。 

 

【重要度】 

 

  

23.5 

25.2 

34.7 

43.3 

29.6 

27.6 

38.5 

37.8 

31.0 

42.1 

27.3 

17.9 

40.0 

36.3 

34.6 

32.3 

24.7 

34.6 

33.8 

27.1 

27.4 

32.5 

24.9 

34.4 

31.7 

25.5 

7.5 

6.7 

2.0 

2.3 

3.2 

4.7 

2.8 

4.1 

4.1 

2.5 

5.8 

14.4 

3.6 

2.0 

2.3 

0.8 

0.1 

0.6 

1.2 

0.3 

0.3 

0.9 

0.3 

0.8 

2.6 

0.6 

30.8 

31.2 

30.3 

29.6 

32.0 

32.7 

31.3 

30.3 

31.5 

30.2 

31.7 

33.4 

30.4 

１．趣味・生きがい活動など様々な社会活動への参加を促

進するための取組

２．高齢になっても生涯働き続けられる環境づくりのため

の取組

３．健康づくり、介護予防や認知症予防のための取組

４．いつまでも在宅生活を続けられるような多様な介護

サービスの整備

５．地域における見守り活動の促進のための取組

６．成年後見制度や高齢者虐待防止など高齢者の権利擁護

のための取組

７．高齢者に対する犯罪（特殊詐欺など）や消費者被害、

交通事故防止のための対策

８．高齢者向け住宅や施設の整備

９．役場・公民館などの公共施設など（道路を含む）にお

けるバリアフリー化の取組

10．外出しやすい環境の整備（公共交通機関の充実など）

11．住民同士の支えあい・助け合いのための活動支援や、

住民の意識の啓発

12．デジタル関連の支援（スマートフォン端末の貸与、利

用講座など）

13．災害時の支援（戸別受信機の貸与、福祉避難所の情

報・設置など）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重要 やや重要 あまり重要ではない 重要ではない 無回答
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【１．趣味・生きがい活動など様々な社会活動への参加を促進するための取組】 

○満足度では、「やや満足」が 34.6％と最も高く、次いで「やや不満」19.7％、「満足」8.1％

となっています。 

○前回調査と比較すると、『満足（「満足」＋「やや満足」）』の割合が 4.2ポイント低くなって

います。 
 

【満足度】 

 

 

○重要度では、「やや重要」が 36.3％と最も高く、次いで「重要」23.5％、「あまり重要では

ない」7.5％となっています。 

○前回調査と比較すると、特に大きな差はみられません。 
 

【重要度】 

 
 
 

  

8.1 

9.9 

34.6 

37.0 

19.7 

22.6 

5.2 

4.1 

32.5 

26.4 

今回調査

(n=868)

前回調査

(n=846)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

23.5 

25.1 

36.3 

36.4 

7.5 

9.7 

2.0 

1.5 

30.8 

27.3 

今回調査

(n=868)

前回調査

(n=846)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重要 やや重要 あまり重要ではない 重要ではない 無回答
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【２．高齢になっても生涯働き続けられる環境づくりのための取組】 

○満足度では、「やや満足」が 27.4％と最も高く、次いで「やや不満」23.3％、「不満」7.0％

となっています。 

○前回調査と比較すると、『満足（「満足」＋「やや満足」）』の割合が 4.1 ポイント、『不満

（「不満」＋「やや不満」）』の割合が 5.4ポイント低くなっています。 
 

【満足度】 

 

 

○重要度では、「やや重要」が 34.6％と最も高く、次いで「重要」25.2％、「あまり重要では

ない」6.7％となっています。 

○前回調査と比較すると、「重要」の割合が 4.5ポイント低くなっています。 
 

【重要度】 

 
 
 

  

5.4 

6.5 

27.4 

30.4 

23.3 

28.3 

7.0 

7.4 

36.9 

27.4 

今回調査

(n=868)

前回調査

(n=846)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

25.2 

29.7 

34.6 

33.5 

6.7 

8.7 

2.3 

1.1 

31.2 

27.1 

今回調査

(n=868)

前回調査

(n=846)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重要 やや重要 あまり重要ではない 重要ではない 無回答
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【３．健康づくり、介護予防や認知症予防のための取組】 

○満足度では、「やや満足」が 32.6％と最も高く、次いで「やや不満」21.2％、「満足」7.5％

となっています。 

○前回調査と比較すると、『不満（「不満」＋「やや不満」）』の割合が 6.3ポイント低くなって

います。 
 

【満足度】 

 
 

○重要度では、「重要」が 34.7％と最も高く、次いで「やや重要」32.3％、「あまり重要では

ない」2.0％となっています。 

○前回調査と比較すると、特に大きな差はみられません。 
 

【重要度】 

 
 

○性別でみると、男性が女性より「やや重要」の割合が 12.3ポイント高くなっています。 

○年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「やや重要」の割合が低くなっています。 
 

 

7.5 

7.2 

32.6 

34.6 

21.2 

25.5 

4.3 

6.3 

34.4 

26.4 

今回調査

(n=868)

前回調査

(n=846)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

34.7 

36.1 

32.3 

32.4 

2.0 

4.5 

0.8 

0.5 

30.3 

26.6 

今回調査

(n=868)

前回調査

(n=846)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重要 やや重要 あまり重要ではない 重要ではない 無回答

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

重

要

や

や

重

要

あ

ま

り

重

要

で

は

な

い

重

要

で

は

な

い

無

回

答

301 280 17 7 263

34.7% 32.3% 2.0% 0.8% 30.3%

118 146 12 4 91

31.8% 39.4% 3.2% 1.1% 24.5%

175 128 5 3 162

37.0% 27.1% 1.1% 0.6% 34.2%

2 1 0 0 0

66.7% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0%

55 63 2 1 22

38.5% 44.1% 1.4% 0.7% 15.4%

69 71 7 0 50

35.0% 36.0% 3.6% 0.0% 25.4%

84 69 4 2 63

37.8% 31.1% 1.8% 0.9% 28.4%

39 42 2 3 60

26.7% 28.8% 1.4% 2.1% 41.1%

50 31 2 1 60

34.7% 21.5% 1.4% 0.7% 41.7%

222

80～84歳 146

85歳以上

全体

（単純集計）
868

性

別

男性 371

女性 473

答えたくない 3

144

年

齢

別

65～69歳 143

70～74歳 197

75～79歳
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【４．いつまでも在宅生活を続けられるような多様な介護サービスの整備】 

○満足度では、「やや満足」が 26.8％と最も高く、次いで「やや不満」25.0％、「不満」6.3％

となっています。 

○前回調査と比較すると、『満足（「満足」＋「やや満足」）』の割合が 5.5ポイント低くなって

います。 
 

【満足度】 

 
 

○性別でみると、男性が女性より「やや不満」の割合が 10.4ポイント高くなっています。 

 

 

 

○重要度では、「重要」が 43.3％と最も高く、次いで「やや重要」24.7％、「あまり重要では

ない」2.3％となっています。 

○前回調査と比較すると、「やや重要」の割合が 4.1ポイント低くなっています。 
 

【重要度】 

 

 

 

  

5.3 

6.3 

26.8 

31.3 

25.0 

26.5 

6.3 

8.2 

36.5 

27.8 

今回調査

(n=868)

前回調査

(n=846)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

満

足

や

や

満

足

や

や

不

満

不

満

無

回

答

46 233 217 55 317

5.3% 26.8% 25.0% 6.3% 36.5%

18 106 113 21 113

4.9% 28.6% 30.5% 5.7% 30.5%

28 125 95 32 193

5.9% 26.4% 20.1% 6.8% 40.8%

0 0 3 0 0

0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

全体

（単純集計）
868

性

別

男性 371

女性 473

答えたくない 3

43.3 

41.5 

24.7 

28.8 

2.3 

3.7 

0.1 

0.8 

29.6 

25.2 

今回調査

(n=868)

前回調査

(n=846)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重要 やや重要 あまり重要ではない 重要ではない 無回答
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【５．地域における見守り活動の促進のための取組】 

○満足度では、「やや満足」が 27.9％と最も高く、次いで「やや不満」23.4％、「不満」6.3％

となっています。 

○前回調査と比較すると、『不満（「不満」＋「やや不満」）』の割合が 5.1ポイント低くなって

います。 
 

【満足度】 

 
 

○性別でみると、男性が女性より「やや不満」の割合が 11.4ポイント高くなっています。 

 

 

 

○重要度では、「やや重要」が 34.6％と最も高く、次いで「重要」29.6％、「あまり重要では

ない」3.2％となっています。 

○前回調査と比較すると、「やや重要」の割合が 4.6ポイント低くなっています。 
 

【重要度】 

 
 
 

  

5.4 

5.8 

27.9 

30.7 

23.4 

29.2 

6.3 

5.6 

37.0 

28.7 

今回調査

(n=868)

前回調査

(n=846)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

満

足

や

や

満

足

や

や

不

満

不

満

無

回

答

47 242 203 55 321

5.4% 27.9% 23.4% 6.3% 37.0%

21 103 110 25 112

5.7% 27.8% 29.6% 6.7% 30.2%

26 135 86 28 198

5.5% 28.5% 18.2% 5.9% 41.9%

0 0 2 1 0

0.0% 0.0% 66.7% 33.3% 0.0%

全体

（単純集計）
868

性

別

男性 371

女性 473

答えたくない 3

29.6 

27.1 

34.6 

39.2 

3.2 

5.9 

0.6 

0.7 

32.0 

27.1 

今回調査

(n=868)

前回調査

(n=846)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重要 やや重要 あまり重要ではない 重要ではない 無回答
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【６．成年後見制度や高齢者虐待防止など高齢者の権利擁護のための取組】 

○満足度では、「やや満足」が 27.0％と最も高く、次いで「やや不満」23.3％、「不満」5.2％

となっています。 

○前回調査と比較すると、『不満（「不満」＋「やや不満」）』の割合が 7.5ポイント低くなって

います。 
 

【満足度】 

 
 

○性別でみると、男性が女性より「やや不満」の割合が 10.5ポイント高くなっています。 

○年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「やや不満」の割合が低くなっています。 
 

 
 

○重要度では、「やや重要」が 33.8％と最も高く、次いで「重要」27.6％、「あまり重要では

ない」4.7％となっています。 

○前回調査と比較すると、特に大きな差はみられません。 
 

【重要度】 

  

4.6 

5.4 

27.0 

27.8 

23.3 

29.9 

5.2 

6.1 

40.0 

30.7 

今回調査

(n=868)

前回調査

(n=846)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

満

足

や

や

満

足

や

や

不

満

不

満

無

回

答

40 234 202 45 347

4.6% 27.0% 23.3% 5.2% 40.0%

18 106 108 21 118

4.9% 28.6% 29.1% 5.7% 31.8%

22 124 88 21 218

4.7% 26.2% 18.6% 4.4% 46.1%

0 1 0 2 0

0.0% 33.3% 0.0% 66.7% 0.0%

6 39 47 9 42

4.2% 27.3% 32.9% 6.3% 29.4%

6 67 57 8 59

3.0% 34.0% 28.9% 4.1% 29.9%

10 64 44 12 92

4.5% 28.8% 19.8% 5.4% 41.4%

9 28 27 6 76

6.2% 19.2% 18.5% 4.1% 52.1%

9 34 22 9 70

6.3% 23.6% 15.3% 6.3% 48.6%
144

年

齢

別

65～69歳 143

70～74歳 197

75～79歳 222

80～84歳 146

85歳以上

全体

（単純集計）
868

性

別

男性 371

女性 473

答えたくない 3

27.6 

28.3 

33.8 

34.8 

4.7 

8.0 

1.2 

0.7 

32.7 

28.3 

今回調査

(n=868)

前回調査

(n=846)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重要 やや重要 あまり重要ではない 重要ではない 無回答
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【７．高齢者に対する犯罪（特殊詐欺など）や消費者被害、交通事故防止のための対策】 

○満足度では、「やや満足」が 25.6％と最も高く、次いで「やや不満」25.0％、「不満」6.6％

となっています。 

○前回調査と比較すると、『満足（「満足」＋「やや満足」）』の割合が 4.5 ポイント、『不満

（「不満」＋「やや不満」）』の割合が 5.6ポイント低くなっています。 
 

【満足度】 

 

 

○重要度では、「重要」が 38.5％と最も高く、次いで「やや重要」27.1％、「あまり重要では

ない」2.8％となっています。 

○前回調査と比較すると、特に大きな差はみられません。 
 

【重要度】 

 
 
 

  

4.7 

5.8 

25.6 

29.0 

25.0 

28.1 

6.6 

9.1 

38.1 

28.0 

今回調査

(n=868)

前回調査

(n=846)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

38.5 

41.6 

27.1 

27.7 

2.8 

3.5 

0.3 

0.8 

31.3 

26.4 

今回調査

(n=868)

前回調査

(n=846)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重要 やや重要 あまり重要ではない 重要ではない 無回答
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【８．高齢者向け住宅や施設の整備】 

○満足度では、「やや不満」が 29.0％と最も高く、次いで「やや満足」21.1％、「不満」

10.1％となっています。 

○前回調査と比較すると、『不満（「不満」＋「やや不満」）』の割合が 5.8ポイント低くなって

います。 
 

【満足度】 

 

 

○重要度では、「重要」が 37.8％と最も高く、次いで「やや重要」27.4％、「あまり重要では

ない」4.1％となっています。 

○前回調査と比較すると、特に大きな差はみられません。 
 

【重要度】 

 
 

○性別でみると、男性が女性より「やや重要」の割合が 10.1ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

  

3.0 

4.5 

21.1 

22.3 

29.0 

31.1 

10.1 

13.8 

36.8 

28.3 

今回調査

(n=868)

前回調査

(n=846)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

37.8 

38.5 

27.4 

28.3 

4.1 

6.3 

0.3 

1.1 

30.3 

25.9 

今回調査

(n=868)

前回調査

(n=846)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重要 やや重要 あまり重要ではない 重要ではない 無回答

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

重

要

や

や

重

要

あ

ま

り

重

要

で

は

な

い

重

要

で

は

な

い

無

回

答

328 238 36 3 263

37.8% 27.4% 4.1% 0.3% 30.3%

131 124 19 2 95

35.3% 33.4% 5.1% 0.5% 25.6%

188 110 17 1 157

39.7% 23.3% 3.6% 0.2% 33.2%

2 1 0 0 0

66.7% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0%

全体

（単純集計）
868

性

別

男性 371

女性 473

答えたくない 3
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【９．役場・公民館などの公共施設など（道路を含む）におけるバリアフリー化の取組】 

○満足度では、「やや満足」が 30.6％と最も高く、次いで「やや不満」21.2％、「満足」8.8％

となっています。 

○前回調査と比較すると、『満足（「満足」＋「やや満足」）』の割合が 6.9ポイント低くなって

います。 
 

【満足度】 

 

 

○重要度では、「やや重要」が 32.5％と最も高く、次いで「重要」31.0％、「あまり重要では

ない」4.1％となっています。 

○前回調査と比較すると、『重要（「重要」＋「やや重要」）』の割合が 4.7ポイント低くなって

います。 
 

【重要度】 

 
 

○性別でみると、男性が女性より「やや重要」の割合が 11.5ポイント高くなっています。 

 

 

  

8.8 

8.7 

30.6 

37.6 

21.2 

21.0 

5.1 

6.1 

34.3 

26.5 

今回調査

(n=868)

前回調査

(n=846)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

31.0 

36.5 

32.5 

31.7 

4.1 

4.4 

0.9 

1.4 

31.5 

26.0 

今回調査

(n=868)

前回調査

(n=846)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重要 やや重要 あまり重要ではない 重要ではない 無回答

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

重

要

や

や

重

要

あ

ま

り

重

要

で

は

な

い

重

要

で

は

な

い

無

回

答

269 282 36 8 273

31.0% 32.5% 4.1% 0.9% 31.5%

107 144 20 4 96

28.8% 38.8% 5.4% 1.1% 25.9%

159 129 16 4 165

33.6% 27.3% 3.4% 0.8% 34.9%

0 3 0 0 0

0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

全体

（単純集計）
868

性

別

男性 371

女性 473

答えたくない 3
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【10．外出しやすい環境の整備（公共交通機関の充実など）】 

○満足度では、「やや満足」が 26.6％と最も高く、次いで「やや不満」22.5％、「不満」

10.8％となっています。 

○前回調査と比較すると、『不満（「不満」＋「やや不満」）』の割合が 6.5ポイント低くなって

います。 
 

【満足度】 

 

 

○重要度では、「重要」が 42.1％と最も高く、次いで「やや重要」24.9％、「あまり重要では

ない」2.5％となっています。 

○前回調査と比較すると、『重要（「重要」＋「やや重要」）』の割合が 5.2ポイント低くなって

います。 
 

【重要度】 

 
 

○性別でみると、男性が女性より「やや重要」の割合が 11.2ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

  

6.3 

8.0 

26.6 

28.7 

22.5 

25.5 

10.8 

14.3 

33.8 

23.4 

今回調査

(n=868)

前回調査

(n=846)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

42.1 

45.5 

24.9 

26.7 

2.5 

4.0 

0.3 

0.9 

30.2 

22.8 

今回調査

(n=868)

前回調査

(n=846)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重要 やや重要 あまり重要ではない 重要ではない 無回答

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

重

要

や

や

重

要

あ

ま

り

重

要

で

は

な

い

重

要

で

は

な

い

無

回

答

365 216 22 3 262

42.1% 24.9% 2.5% 0.3% 30.2%

144 117 13 2 95

38.8% 31.5% 3.5% 0.5% 25.6%

209 96 9 1 158

44.2% 20.3% 1.9% 0.2% 33.4%

3 0 0 0 0

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

全体

（単純集計）
868

性

別

男性 371

女性 473

答えたくない 3
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【11．住民同士の支えあい・助け合いのための活動支援や、住民の意識の啓発】 

○満足度では、「やや満足」が 28.5％と最も高く、次いで「やや不満」24.7％、「不満」5.8％

となっています。 

○前回調査と比較すると、『満足（「満足」＋「やや満足」）』の割合が 4.0 ポイント、『不満

（「不満」＋「やや不満」）』の割合が 5.5ポイント低くなっています。 
 

【満足度】 

 

 

○重要度では、「やや重要」が 34.4％と最も高く、次いで「重要」27.3％、「あまり重要では

ない」5.8％となっています。 

○前回調査と比較すると、『重要（「重要」＋「やや重要」）』の割合が 5.1ポイント低くなって

います。 
 

【重要度】 

 
 

○性別でみると、男性が女性より「やや重要」の割合が 10.1ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

  

4.0 

5.8 

28.5 

30.7 

24.7 

29.7 

5.8 

6.3 

37.1 

27.5 

今回調査

(n=868)

前回調査

(n=846)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

27.3 

27.9 

34.4 

38.9 

5.8 

5.9 

0.8 

0.9 

31.7 

26.4 

今回調査

(n=868)

前回調査

(n=846)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重要 やや重要 あまり重要ではない 重要ではない 無回答

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

重

要

や

や

重

要

あ

ま

り

重

要

で

は

な

い

重

要

で

は

な

い

無

回

答

237 299 50 7 275

27.3% 34.4% 5.8% 0.8% 31.7%

97 148 27 2 97

26.1% 39.9% 7.3% 0.5% 26.1%

138 141 22 5 167

29.2% 29.8% 4.7% 1.1% 35.3%

0 3 0 0 0

0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

全体

（単純集計）
868

性

別

男性 371

女性 473

答えたくない 3
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【12．デジタル関連の支援（スマートフォン端末の貸与、利用講座など）】 

○満足度では、「やや不満」が 26.2％と最も高く、次いで「やや満足」24.0％、「不満」6.9％

となっています。 
 

【満足度】 

 

 

○重要度では、「やや重要」が 31.7％と最も高く、次いで「重要」17.9％、「あまり重要では

ない」14.4％となっています。 
 

【重要度】 

 
 

○年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「やや重要」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

  

2.8 24.0 26.2 6.9 40.2 
今回調査

(n=868)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

17.9 31.7 14.4 2.6 33.4 
今回調査

(n=868)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重要 やや重要 あまり重要ではない 重要ではない 無回答

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

重

要

や

や

重

要

あ

ま

り

重

要

で

は

な

い

重

要

で

は

な

い

無

回

答

155 275 125 23 290

17.9% 31.7% 14.4% 2.6% 33.4%

31 56 27 6 23

21.7% 39.2% 18.9% 4.2% 16.1%

40 74 29 3 51

20.3% 37.6% 14.7% 1.5% 25.9%

46 68 31 7 70

20.7% 30.6% 14.0% 3.2% 31.5%

22 41 11 3 69

15.1% 28.1% 7.5% 2.1% 47.3%

16 30 26 4 68

11.1% 20.8% 18.1% 2.8% 47.2%

222

80～84歳 146

85歳以上

全体

（単純集計）
868

144

年

齢

別

65～69歳 143

70～74歳 197

75～79歳
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【13．災害時の支援（戸別受信機の貸与、福祉避難所の情報・設置など）】 

○満足度では、「やや満足」が 30.8％と最も高く、次いで「満足」17.4％、「やや不満」

14.5％となっています。 
 

【満足度】 

 

 

○重要度では、「重要」が 40.0％と最も高く、次いで「やや重要」25.5％、「あまり重要では

ない」3.6％となっています。 
 

【重要度】 

 
 

○年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「やや重要」の割合が低くなっています。 

 

 

 

  

17.4 30.8 14.5 3.3 34.0 
今回調査

(n=868)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

40.0 25.5 3.6 0.6 30.4 
今回調査

(n=868)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重要 やや重要 あまり重要ではない 重要ではない 無回答

（上段：人　下段：％）

標

本

数
（

人
）

重

要

や

や

重

要

あ

ま

り

重

要

で

は

な

い

重

要

で

は

な

い

無

回

答

347 221 31 5 264

40.0% 25.5% 3.6% 0.6% 30.4%

63 50 10 2 18

44.1% 35.0% 7.0% 1.4% 12.6%

79 63 5 1 49

40.1% 32.0% 2.5% 0.5% 24.9%

100 51 7 1 63

45.0% 23.0% 3.2% 0.5% 28.4%

49 27 4 0 66

33.6% 18.5% 2.7% 0.0% 45.2%

52 26 5 1 60

36.1% 18.1% 3.5% 0.7% 41.7%

222

80～84歳 146

85歳以上

全体

（単純集計）
868

144

年

齢

別

65～69歳 143

70～74歳 197

75～79歳
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項目ごとに得られた「満足度」と「重要度」の程度に応じてそれぞれ下記のウエイトをつ

けた和を、無回答を除いた母数で除すことによって項目別に点数化しました。 

【ウェイト】 

選 択 肢 ウエイト 

「満足」または「重要」 ＋４点 

「やや満足」または「やや重要」 ＋３点 

「やや不満」または「あまり重要ではない」 ＋２点 

「不満」または「重要ではない」 ＋１点 

 

○高齢者施策の満足度では、「災害時の支援（戸別受信機の貸与、福祉避難所の情報・設置な

ど）」が 2.94点と最も高く、次いで「趣味・生きがい活動など様々な社会活動への参加を促

進するための取組」2.67 点、「健康づくり、介護予防や認知症予防のための取組」「役場・

公民館などの公共施設等（道路を含む）におけるバリアフリー化の取組」2.66 点となって

います。 

○高齢者施策の重要度では、「いつまでも在宅生活を続けられるような多様な介護サービスの

整備」が 3.58点と最も高く、次いで「外出しやすい環境の整備（公共交通機関の充実など）」

3.56 点、「高齢者に対する犯罪（特殊詐欺など）や消費者被害、交通事故防止のための対策」

「災害時の支援（戸別受信機の貸与、福祉避難所の情報・設置など）」3.51 点となっていま

す。 

 

【全体】 

  

2.67

2.49

2.66

2.49

2.51

2.52

2.46

2.27

2.66

2.43

2.49

2.38

2.94

3.17

3.20

3.45

3.58

3.37

3.31

3.51

3.47

3.36

3.56

3.29

2.97

3.51

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 4.0

１．趣味・生きがい活動など様々な社会活動への参加を促

進するための取組

２．高齢になっても生涯働き続けられる環境づくりのため

の取組

３．健康づくり、介護予防や認知症予防のための取組

４．いつまでも在宅生活を続けられるような多様な介護

サービスの整備

５．地域における見守り活動の促進のための取組

６．成年後見制度や高齢者虐待防止など高齢者の権利擁護

のための取組

７．高齢者に対する犯罪（特殊詐欺など）や消費者被害、

交通事故防止のための対策

８．高齢者向け住宅や施設の整備

９．役場・公民館などの公共施設など（道路を含む）にお

けるバリアフリー化の取組

10．外出しやすい環境の整備（公共交通機関の充実など）

11．住民同士の支えあい・助け合いのための活動支援や、

住民の意識の啓発

12．デジタル関連の支援（スマートフォン端末の貸与、利

用講座など）

13．災害時の支援（戸別受信機の貸与、福祉避難所の情

報・設置など）

満足度 重要度
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○満足度と重要度の相関でみると、重点改善項目（重要度が高く、満足度が低い）として、

「いつまでも在宅生活を続けられるような多様な介護サービスの整備」「外出しやすい環境

の整備（公共交通機関の充実など）」「高齢者向け住宅や施設の整備」「高齢者に対する犯罪

（特殊詐欺など）や消費者被害、交通事故防止のための対策」などが挙げられています。 
 

【相関図】 

 

※数値は各項目の重要度、満足度それぞれの平均値を平均０、分散１となるように正規化 

 

  

１．趣味・生きがい活動など様々な社会

活動への参加を促進するための取組
２．高齢になっても生涯働き続け

られる環境づくりのための取組

３．健康づくり、介護予防や認知症

予防のための取組

４．いつまでも在宅生活を

続けられるような多様な介

護サービスの整備

５．地域における見守り

活動の促進のための取組

６．成年後見制度や高齢者虐待

防止など高齢者の権利擁護のた

めの取組

７．高齢者に対する犯罪（特

殊詐欺など）や消費者被害、

交通事故防止のための対策

８．高齢者向け住宅や施設の整備

９．役場・公民館などの公共施設など（道路

を含む）におけるバリアフリー化の取組

10．外出しやすい環境の整備

（公共交通機関の充実など）

11．住民同士の支えあい・助

け合いのための活動支援や、

住民の意識の啓発

12．デジタル関連の支援（スマート

フォン端末の貸与、利用講座など）

13．災害時の支援（戸別受信機の貸与、

福祉避難所の情報・設置など）
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１．事業・活動内容について 

問１ 貴団体の高齢者や介護に関する活動内容をご記入ください。（自由記述） 

 

団体名 内容 

芦屋町老人クラブ連合会 

・高齢者の健康維持と会員相互の交流により要介護予防 

・要支援者に対する見守り 

・芋掘り会を通じて幼児との交流 

芦屋町手をつなぐリボン

の会 

・毎週水曜日中央公民館で高齢者の方への弁当を作っている。 

・毎週月・水・金曜日お弁当に小学生の手紙をつけて配食をしてい

る。 

・高齢者の方へ、笑顔で声かけ、安否確認をしながら届けている。

（八朔の会） 

あしや助けあい・支えあ

いの会（あしたの会） 

・ちょっとした困りごとを、会員同士で助け合う組織です。困りご

とがある人（利用会員）とサポートする人（協力会員）との会員

相互の支え合いが、基本活動。 

・得意分野で生活支援をする団体で、10分 100円で協力委員が 60

分以内でサポートする。支援内容は現在８年目でゴミ出し

（60％）掃除・草とり・剪定・見守りなど（40％）が支援実態。 

社会福祉法人芦屋町社会

福祉協議会 

・住民参加による地域福祉の推進（愛の福祉ネットワーク事業） 

・高齢者の生活支援（あしや助けあい・支えあいの会「あしたの

会」の運営支援） 

・ボランティア活動の推進（ボランティア連絡協議会「手をつなぐ

リボンの会」の支援） 

・高齢者等配食サービス事業（町事業受託） 

・老人憩の家管理運営事業（町事業受託） 

・高齢者能力活用事業（町事業受託） 

・判断能力に自信のない方に対する福祉サービス利用の援助や金銭

管理（日常生活自立支援事業） 

・介護サービス事業（居宅介護支援、訪問看護） 

芦屋町民生委員児童委員

協議会 

・様々な困りごとや悩みごとの相談に応じて、必要な支援を受けら

れるよう行政や専門機関、団体への「つなぎ役」として活動。 

・定期的な訪問や地域での交流会参加などを通して、見守り活動を

行い課題解決の手伝い。 
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問２ 貴団体の高齢者支援活動の実施状況をお答えください。（単数回答） 

○団体の活動実施状況では、実施している活動でみると、「見守り活動」が 100.0％と最も高

く、次いで「サロン・通いの場等の運営または協力」「防災活動・災害時支援」80.0％、

「生活支援（買い物／掃除など）」「介護者支援」「高齢者施策に関する制度の周知」60.0％

となっています。 

○実施していない活動でみると、「スマホ・デジタル活用支援」が 80.0％と最も高く、次いで

「認知症サポート」60.0％、「介護者支援」「相談支援事業」40.0％となっています。 
 

  
 

  

100.0%

60.0%

80.0%

60.0%

20.0%

80.0%

60.0%

40.0%

20.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

20.0%

20.0%

40.0%

20.0%

20.0%

20.0%

20.0%

20.0%

20.0%

80.0%

見守り活動

生活支援（買い物／掃除など）

サロン・通いの場等の運営または協力

介護者支援

認知症サポート

スマホ・デジタル活用支援

防災活動・災害時支援

高齢者施策に関する制度の周知

相談支援事業

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実施している 実施していない 今後実施可能 無回答
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２．事業・活動での課題や問題点について 

問３ 活動を行う上で貴団体での課題や問題点はなんですか。（複数回答） 

○活動上の課題や問題点では、「メンバーの高齢化」が 100.0％と最も高く、次いで「後継者

が育たない」80.0％となっています。それ以外のほとんどの課題・問題点は 20.0％となっ

ています。 
 

  

 

問４ 現在、貴団体の人材は十分ですか。（単数回答） 

○人材の確保状況では、「どちらかといえば十分」「どちらかといえば不足」が 40.0％と最も

高く、「不足」20.0％となっています。また、「不足（「不足」+「どちらかといえば不足」）」

では、60.0％となっています。 
 

  

 

  

20.0 

80.0 

20.0 

0.0 

20.0 

20.0 

20.0 

20.0 

100.0 

0.0 

20.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

活動のマンネリ化

後継者が育たない

町民に情報発信する場や機会が乏しい

人々のニーズに合った活動ができていない

支援を必要とする人の情報が得にくい

他の団体と交流する機会が乏しい

活動の場所（拠点）の確保が難しい

活動資金が足りない

メンバーの高齢化

特に困ったことはない

その他

今回調査(n=5)

40.0 40.0 20.0 今回調査(n=5)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

十分 どちらかといえば十分 どちらかといえば不足 不足 無回答
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問４で「３．どちらかといえば不足」「４．不足」と回答された方 

問４-① 人材不足が生じている理由として当てはまるものはありますか。（複数回答） 

○人材不足の理由では、「報酬・交通費などが支給できない」「その他」を除いた理由がそれ

ぞれ 40.0％となっています。 
 

   
 

問４で「３．どちらかといえば不足」「４．不足」と回答された方 

問４-② 人材不足により生じている影響はありますか。（複数回答） 

○人材不足の影響では、「見守り・支援対象者を増やせない」が 60.0％と最も高く、次いで

「行事・事業の休止」40.0％、「活動回数が減っている」「活動内容が縮小している」

20.0％となっています。 
 

   
 

  

40.0 

40.0 

40.0 

40.0 

0.0 

0.0 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

団体の活動内容が知られていない

仕事・家庭と両立しにくい

活動の負担が大きい

活動の専門性が求められる

報酬・交通費などが支給できない

その他
今回調査(n=5)

20.0 

20.0 

40.0 

60.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

活動回数が減っている

活動内容が縮小している

行事・事業の休止

見守り・支援対象者を増やせない

事務負担の増加

その他

変化はない

今回調査(n=5)
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問５ 現在、人材確保のために取り組んでいることがあればお答えください。 
（自由記述） 

団体名 内容 

芦屋町手をつなぐリボン

の会 

ボランティア５団体それぞれが声かけしていますが、新しいメンバ

―が増えない状況です。６月の総会の時、各団体の活動紹介する様

に計画している。 

あしや助けあい・支えあ

いの会（あしたの会） 

R7年度協力会員登録者 53名です。現在、ゴミ出し支援が主流です

ので、利用会員の近くの方に願いするスポット対応で人材を確保し

ている。新規は毎年４～５名の方が登録して、高齢退任者も４～５

名発生しています。現在のバランスは良好といえる。但し、若い人

材（60 代～70代）が少ないので知恵を出し合う。 

社会福祉法人芦屋町社会

福祉協議会 

・福祉系教育機関への求人の案内 

・ハローワーク等求人機関への求人の案内 

・資格要件の緩和 

芦屋町民生委員児童委員

協議会 
行政や自治会との連携 
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３．地域の高齢者の状況について 

問６ 以下の項目の、当てはまるものについてお答えください。（単数回答） 

○高齢者の状況では、『そう思う（「強くそう思う」+「ややそう思う」）』状況でみると、「外

出機会が減っている高齢者が増えている」「認知症の人や家族への支援が不足している」

「独居・身寄りのない高齢者の支援が必要」が 80.0％と最も高く、次いで「社会参加の場

やつながりが減っている」「災害時の高齢者支援に不安がある」「情報（制度・サービス）

が届きにくい」「介護者（家族など）への支援が不足している」60.0％、「介護予防の取組

が十分でない」「デジタル（スマホなど）の活用支援が必要」40.0.％となっています。 

○「強くそう思う」状況をみると、「独居・身寄りのない高齢者の支援が必要」が 60.0％と最

も高く、次いで「災害時の高齢者支援に不安がある」40.0％、「外出機会が減っている高齢

者が増えている」「社会参加の場やつながりが減っている」20.0％となっています。 
 

  
 

  

20.0%

20.0%

60.0%

40.0%

60.0%

40.0%

40.0%

80.0%

20.0%

20.0%

60.0%

40.0%

60.0%

20.0%

40.0%

60.0%

20.0%

20.0%

20.0%

40.0%

40.0%

20.0%

20.0%

20.0%

20.0%

外出機会が減っている高齢者が増えている

社会参加の場やつながりが減っている

介護予防の取組が十分でない

認知症の人や家族への支援が不足している

独居・身寄りのない高齢者の支援が必要

災害時の高齢者支援に不安がある

情報（制度・サービス）が届きにくい

デジタル（スマホなど）の活用支援が必要

介護者（家族など）への支援が不足している

0% 20% 40% 60% 80% 100%

強くそう思う ややそう思う あまり思わない 思わない 分からない 無回答
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問７ 地域の高齢者や介護者から受ける相談内容はどのようなことが多いですか。最近
の傾向などがありましたら、ご記入ください。（自由記述） 

団体名 内容 

芦屋町手をつなぐリボン

の会 

今は元気だけど、年齢をかさねた時、近くでどんな施設があるのか

知りたい。子供に迷惑をかけたくないので、自分の年金では入れる

所があるか、心配を言う方が多い。 

あしや助けあい・支えあ

いの会（あしたの会） 

ゴミ出し、そうじ、草とり、剪定、見守りが多い。その他として、

衣服整理、ストーブ、家電品の燃えないゴミ、電球交換、ベランダ

そうじ、新聞紙回収、ダンボール整理、ポスト取付など。生活支援

が多い。 

社会福祉法人芦屋町社会

福祉協議会 

・介護保険サービスの内容について 

・介護保険外サービスの内容について 

・地域の高齢者支援はこのままでいいのか 

芦屋町民生委員児童委員

協議会 
健康（特に認知症への不安）の相談 
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４．認知症施策について 

問８ 認知症の方・家族への支援について、貴団体として課題や問題点をご記入くださ
い。（自由記述） 

団体名 内容 

芦屋町手をつなぐリボン

の会 

認知症の家族の方への心配り。声かけの訪問して、話を聞いてあげ

る。 

あしや助けあい・支えあ

いの会（あしたの会） 

服薬支援・ゴミ出し・掃除などの支援があります（軽度者）ゴミ出

し日程、そうじ日の予定を見える化対応に工夫している。但し、頻

度は少ない。 

芦屋町民生委員児童委員

協議会 

認知症の正しい理解度の向上がまだ不十分な状態にある。病気では

ないこと、本人の気持ちを理解することなど。 
 

問９ 貴団体は、認知症の人が芦屋町で生活していく中で、自立かつ、安心して暮らす
ために必要だと思うことは何ですか。（複数回答） 

○町で自立かつ安心して生活するために必要なことでは、「安心・安全に外出・帰宅できるよ

う、地域の人の見守り・声かけ」が 100.0％と最も高く、次いで「認知症の人や家族の手助

けにつながる環境づくり」「身寄りのない高齢者などが、最期まで安心して暮らせる制度や

取組の周知」80.0％、「認知症の人が大切な情報を受け取れるよう、スマートフォンの使い

方のサポート」「認知症の人が使いやすい製品・サービスの周知」40.0％となっています。 

  
 

問 10 認知症施策に関して、町に期待する取組・支援があればご記入ください。 
（自由記述） 

団体名 内容 
芦屋町手をつなぐリボン
の会 

オレンジカフェ、認知症家族会等、取組、大事に思う。 

あしや助けあい・支えあ
いの会（あしたの会） 

①認知症があっても安心して暮らせるまちづくり 
②症状や重さに合わせてその人らしく生きられる場づくり 
③散歩などにつきそう人材づくり 
④血液検査による早期発見（健診に組みこむ） 

社会福祉法人芦屋町社会
福祉協議会 

徘徊行方不明者の捜索は警察や関係機関だけでなく地域の住民が協
力する風土づくりも地域共生社会の一つだと思う。 

芦屋町民生委員児童委員
協議会 

継続的な啓蒙活動。他自治体等で行われている事例を取り入れた策
を検討してほしい。   

100.0 

80.0 

20.0 

40.0 

40.0 

80.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

安心・安全に外出・帰宅できるよう、地域の人の見守り・声かけ

認知症の人や家族の手助けにつながる環境づくり

お店や銀行などが、認知症の人にやさしい対応ができる町づくり

認知症の人が大切な情報を受け取れるよう、スマートフォンの使

い方のサポート

認知症の人が使いやすい製品・サービスの周知

身寄りのない高齢者などが、最期まで安心して暮らせる制度や取

組の周知

無回答
今回調査(n=5)
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５．今後の連携・協働できる取組 

問 11 高齢者支援のネットワークづくりについて地域の見守りや災害時の支援体制の構
築など、地域のネットワークづくりに向けて、交流・連携を図りたい団体などは
ありますか。（複数回答） 

○地域のネットワークづくりのため、交流・連携を図りたい団体では、「芦屋町役場」が

80.0％と最も高く、次いで「芦屋町社会福祉協議会」「自治会」「民生委員・児童委員」「老

人クラブ」60.0％となっています。 

   

【「その他」の内容】 

団体名 内容 

社会福祉法人芦屋町社会

福祉協議会 
漁協 

  

80.0 

60.0 

60.0 

40.0 

20.0 

60.0 

20.0 

20.0 

0.0 

20.0 

40.0 

60.0 

40.0 

40.0 

40.0 

20.0 

20.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

芦屋町役場

芦屋町社会福祉協議会

自治会

子ども会

当事者団体

民生委員・児童委員

幼稚園・保育園

小中学校

高校・専門学校・大学

ＰＴＡ

ボランティア団体

老人クラブ

介護・福祉施設

医療機関

警察・消防

商工会

その他

特になし

今回調査(n=5)
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問 11の各項目で「18．特になし」以外を回答した方 

問 11-① 他団体と連携を図る上で、必要な支援などがありましたら、ご記入ください。 
（自由記述） 

団体名 内容 

芦屋町民生委員児童委員

協議会 
個人情報に留意した情報の共有化 

 

問 12 高齢者との共生社会の体制づくりについて、住民主体による地域の支え合いの体
制づくり、地域のつながりの再構築に向けてどのようなことが必要だと考えます
か。（複数回答） 

○地域のつながりの再構築に向けて必要なことでは、「地域活動ができる人材の育成」「支援

が必要な人への支援」が 80.0％と最も高く、次いで「日常生活に関する身近な相談窓口の

整備」「地域の人が交流できる場の整備」「ネットワーク作り、見守り体制の整備」「自主防

災組織などの整備」60.0％、となっています。 

   

 

【「その他」の内容】 

団体名 内容 

社会福祉法人芦屋町社会

福祉協議会 
あいさつ 

  

60.0 

60.0 

60.0 

80.0 

40.0 

20.0 

80.0 

60.0 

20.0 

20.0 

20.0 

20.0 

20.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

日常生活に関する身近な相談窓口の整備

地域の人が交流できる場の整備

ネットワーク作り、見守り体制の整備

地域活動ができる人材の育成

買い物がしやすい環境づくり

バスなどの公共交通手段の整備

支援が必要な人への支援

自主防災組織などの整備

災害時における体制の整備

道路や建物のバリアフリー整備

スポーツや文化教養活動の環境整備

公園や緑地などの自然環境の整備

その他

今回調査(n=5)
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６．今後の高齢化社会に向けて 

問 13 これからの高齢化社会に向けてどのような取組が必要だと思いますか。 
（複数回答） 

○高齢化社会に向けての取組では、「生きがいを持てるような活動機会の拡大」が 80.0％と最

も高く、次いで「高齢者の働く場所の確保」「近隣、地域における共生社会に向けた、助け

合いや支え合い活動の推進」「健康教室や健康診査などの健康づくりの充実」「認知症など

の専門的な相談窓口の充実」「配食・買い物支援などの食を支えるサービスの充実」「移送

サービス、公共交通機関の充実」「訪問介護などの在宅での介護サービスの充実」60.0％、

「ICT を活用した様々な情報提供や共有方法の確立」「サービス付き高齢者向け住宅の充実」

40.0％となっています。 
 

    

 

  

60.0 

80.0 

60.0 

60.0 

60.0 

40.0 

60.0 

60.0 

40.0 

60.0 

20.0 

20.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

高齢者の働く場所の確保

生きがいを持てるような活動機会の拡大

近隣、地域における共生社会に向けた、助け合いや支え合い活動

の推進

健康教室や健康診査などの健康づくりの充実

認知症などの専門的な相談窓口の充実

ICTを活用した様々な情報提供や共有方法の確立

配食・買い物支援などの食を支えるサービスの充実

移送サービス、公共交通機関の充実

サービス付き高齢者向け住宅の充実

訪問介護などの在宅での介護サービスの充実

特別養護老人ホームなどの入所施設の充実

往診や緊急時の対応などの医療体制の充実

その他

今回調査(n=5)
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問 14 貴団体が活動をしていく上で、町に望むことはどのようなことですか。 
（複数回答） 

○町への要望では、「団体や活動についてのＰＲ」「人材（ボランティア）の育成」が 60.0％

と最も高く、次いで「活動上必要な情報の提供」「他団体とのネットワーク化」「団体運営

上の助言」40.0％、「活動場所の提供」「経済的支援（活動資金など）」「設備・備品の充実」

20.0％となっています。 
 

   

 

町への要望・意見があればご記入ください。（自由記述） 

団体名 内容 

芦屋町老人クラブ連合会 老連の事務、会議の専用スペースを確保していただきたい。 

あしや助けあい・支えあ

いの会（あしたの会） 

自治区加入・サロン活動・愛のネットワーク活動への参加など、日

頃から近所の方との「コミュニケーション」をとっておくことが、

困った時に手助けを得やすいようです。これが「地域力の強化」に

もつながると思う。 

芦屋町民生委員児童委員

協議会 

民生委員児童委員の未配置地区の解消。定数 30に対して 23名。充

足率 76.7％（全国平均 91％）。行政主導での抜本的な対策が必要。 

 

 

 

 

 

 

60.0 

40.0 

20.0 

60.0 

20.0 

40.0 

40.0 

20.0 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

団体や活動についてのＰＲ

活動上必要な情報の提供

活動場所の提供

人材（ボランティア）の育成

経済的支援（活動資金など）

他団体とのネットワーク化

団体運営上の助言

設備・備品の充実

特にない

その他

今回調査(n=5)
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第４章 調査結果から見る現状と課題 
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１．高齢者福祉に関するアンケート調査 

◆ 回答者の属性 

 

アンケート調査の回答者をみると、「男性」42.7％、「女性」54.5％で、女性がやや多い構

成となっています。年齢構成では「75～79 歳」25.6％が最も高く、次いで「70～74 歳」

22.7％、「80～84 歳」16.8％となっており、後期高齢者層が中心となっています。居住校区は

「山鹿小学校区」37.6％が最も高く、地域的な偏りが一定程度みられます。世帯状況では

「夫婦二人暮らし」41.7％が最も高い一方、「一人暮らし」26.4％も高く、単身高齢者への支

援の重要性が示唆されます。 

今後は単身高齢者の増加や後期高齢者の割合の上昇が続くと考えられ、地域の見守り体制

や生活支援の必要性が一層高まることが想定されます。また、校区ごとの人口構成の違いが

施策ニーズに影響するため、地域特性に応じた支援の在り方が重要になります。 

 

１．日常生活の様子について 

 

日常生活の様子について、回答者の困りごとでは、「特にない」53.3％が最も高く、前回調

査と大きな差はありません。しかし、年齢が上がるにつれ「炊事・洗濯・掃除」「買い物」

「自分の病気や介護」「外出時の移動手段」などの困りごとが増加し、特に 85歳以上では「外

出時の移動手段」が顕著に高くなっています。 

困ったときの支援者は「同居の家族」58.2％が最も高くなっていますが、年齢が上がるほ

ど「同居していない家族や親戚」が増加し、85 歳以上で特に高くなっています。将来の不安

では「自分の健康や病気、また、それらにより将来介護を必要とする状態になること」が

69.2％と高くなっており、「生活費や老後の蓄えなど」は前回より 6.5 ポイント低下していま

す。 

電子機器の利用ではスマートフォンの使用率が 48.3％と高い一方、パソコン・タブレット

は「持っていない」が最も高く、デジタル格差の存在が示されています。 

外出手段は「自動車（自分で運転）」59.4％が中心ですが、80 歳以上では「芦屋町巡回バス」

「自動車（家族が運転）」の割合が高くなり、高齢化に伴う移動手段の変化が明確です。 

高齢化の進行に伴い、移動手段の確保や日常生活動作の支援がより重要になります。電子

機器の利用格差が行政サービスの利用に影響する可能性もあり、デジタル支援の必要性が高

まると考えられます。将来不安の中心が健康・介護であることから、予防施策や相談体制の

充実が求められます。 

 

２．健康・介護予防について 

 

健康・介護予防について、回答者の健康状態は「普通」53.5％が最も高く、概ね自

己評価は安定しています。健康のために心がけていることでは「食事に気をつける」
50.6％が最も高く、「歯や口の中を清潔に保つ」が前回より 4.8ポイント上昇してお

り、口腔ケアへの意識が高まっています。 
健康について知りたい内容では「認知症の予防について」41.8％が最も高くなって

いますが、前回より 6.1ポイント低下しています。 
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町に求める教室・事業では「運動・転倒予防に関すること」42.7％、「認知症の予
防・支援に関すること」41.2％が高いものの、前者は前回より 2.0ポイント上昇、後

者は 6.0ポイント低下しており、ニーズの分散化がみられます。 
通院状況では「複数の医療機関に通院している」が 51.8％で最も高く、その中で

「２か所」が 45.6％と最も高くなっています。通院手段は「自動車（自分で運転）」
54.7％が中心ですが、80歳以上では「自動車（家族が運転）」「芦屋町巡回バス」が増

加し、高齢者の移動支援の重要性が示されています。 
また、終末期の医療や介護については、「全く話し合ったことがない」が 54.7％と

半数を超えており、家族間での意思共有が十分に進んでいない状況です。話し合いを
していない理由としては「今は必要ないと思っている」が 73.3％と最も高く、終末期

医療を“まだ先のこと”として捉える傾向が強くみられます。さらに、ACP（アドバン
ス・ケア・プランニング）やエンディングノートの認知度では「知らない」が 39.7％

と最も高く、特に男性で認知度が低い傾向がみられ、終末期に関する情報理解が十分
に浸透していない現状が示されています。 

健康寿命延伸のため、運動・栄養・口腔ケアを中心とした予防施策の強化が重要に
なります。認知症予防への関心が高いことから、早期発見や早期支援の体制整備が必

要です。また、複数医療機関への通院が多い状況を踏まえ、医療連携や通院支援の重
要性が今後さらに高まると考えられるとともに、健康・介護予防の一環として、終末

期医療や介護に関して、早期からの対話促進や相談支援体制の整備が重要な課題とな
ります。 

 

３．社会参加・生きがいについて 

 

社会参加・生きがいについて、回答者は生きがいを「多少感じている」43.4％、

「十分感じている」35.5％で、約 8割が何らかの生きがいを感じています。近所付き
合いは「あいさつ」「立ち話」レベルが 6割超で、前回と大きな差はありません。 

地域のつながりは「少し感じる」33.4％が最も高くなっていますが、前回と比較し
て『感じる（とても感じる＋少し感じる）』が 4.4ポイント低下し、『感じない（あま

り感じない＋感じない）』が 4.3ポイント上昇しており、地域のつながりの希薄化が
みられます。 

通いの場への参加は「参加していない」65.9％が最も高く、参加意向も「参加して
もしなくても、どちらでもよい」36.6％、「参加したくない」30.0％が中心です。参

加しない理由では「人との交流が苦手だから」37.7％が最も高く、前回より 4.9ポイ
ント上昇しており、交流への心理的ハードルの増加が示唆されます。 

ボランティア活動は「参加したものはない」58.6％が増加し、前回より 4.9ポイン
ト上昇しています。 

地域のつながりが弱まりつつある現状を踏まえると、孤立防止やフレイル予防の観
点から、参加しやすい交流の場づくりが今後ますます重要になります。交流が苦手な

高齢者が増えているため、小規模で参加しやすい活動や個別支援型の取り組みが求め
られます。 
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４．就労について 

 

就労について、回答者の就労状況は「収入を得ていない」63.6％が最も高く、年齢

が上がるほど就労率は低下しています。働いている理由は「生活費や将来への蓄えの
ため」50.0％が最も高くなっていますが、前回より 5.2ポイント低下しており、経済

的理由よりも健康維持や生きがいを重視する傾向がみられます。 
働いていない理由では「働かなくても生活できるから」37.3％が最も高く、前回よ

り 6.7ポイント上昇しています。一方で「健康上の問題で働けない」23.2％も一定割
合を占めています。 

「高齢者能力活用事業」は「知っているが登録したことはない」64.1％が最も高く
なっていますが、前回より 9.7ポイント低下し、「知らなかった」が 7.9ポイント上

昇しており、制度認知度の低下が課題と考えます。 
高齢者の就労意欲は多様化しており、健康状態に応じた柔軟な働き方の提供が必要

になります。経済的理由以外の就労動機が増える中で、生きがい就労や地域貢献型の
働き方の整備が重要です。また、制度の認知度低下を踏まえ、情報提供の改善が求め

られます。 

 

５．認知症について 

 

認知症について、回答者の不安は「自分が認知症になったとき、家族を含め周囲に
迷惑をかけないか心配である」54.6％が最も高く、次いで「将来、自分や家族が認知

症にならないか、漠然とした不安」45.2％となっています。 
認知症と診断された場合に受けたい支援は「どのような介護・福祉サービスを利用

できるかを紹介してほしい」66.1％が最も高くなっており、制度・サービス情報への
強いニーズがあると考えます。 

相談先としては「病院・診療所」55.6％が最多ですが、「地域包括支援センター」
29.6％、「ケアマネジャー」24.9％も一定割合を占めています。 

認知症予防や認知症への支援に関する事業の認知度については、「介護サービス等
（デイケア、ショートステイ、訪問介護・看護、福祉用具貸与等）」が 35.0％と最も

高く、「認知症の人が入所できる施設（グループホーム、特別養護老人ホーム、介護
付有料老人ホーム等）」が 30.9％で続く一方、「芦屋町認知症あんしんガイド」等、

県・町の取組の支援情報が十分に浸透していない状況がみられます。 
また、町で自立かつ安心して生活するために必要なこととして、「身寄りのない高

齢者などが、最期まで安心して暮らせる制度や取組の周知」が 49.5％と最も高く、
「認知症の人や家族の手助けにつながる環境づくり」42.7％、「地域の人の見守り・

声かけ」40.9％と、認知症の人や家族を支える地域環境の整備に対する期待が大きい
ことがわかります。 

認知症高齢者が増加傾向にあるため、地域全体で支える体制の構築が不可欠です。
本人や家族の心理的負担を軽減するための相談支援や情報提供の充実が求められま

す。地域包括支援センター等の認知向上も重要な課題となります。 
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６．成年後見制度の利用促進について 

 

成年後見制度の利用促進について、成年後見制度の認知度は「言葉だけは知ってい

る」36.2％が最も高くなっていますが、「知らない」25.2％も高く、制度理解が十分
に浸透していない状況です。 

最も効果的な取組として「わからない」29.0％が最も高く、次いで「広報紙などを
通じた住民全体への制度の周知」27.0％、「相談会の開催などによる、制度の利用を

検討している人への個別支援」11.9％となっており、、制度周知の難しさが示されて
います。 

判断能力の低下に備える制度として成年後見制度の重要性は今後さらに高まります
が、制度理解が十分でないため、わかりやすい説明や相談体制の整備が必要です。認

知症高齢者の増加に伴い、ニーズが急増する可能性があり、地域としての対応力が問
われます。 

 

７．安全・安心な暮らしについて 

 

安全・安心な暮らしについて、回答者の災害時の避難の可否では「一人で避難の必

要性を判断し、避難できる」62.9％が最も高くなっていますが、85歳以上では他の年
代と比較して低くなっており、高齢者の避難支援体制の強化が必要です。 

急な入院時の支援は「同居の家族」が 66.5％、「別居の子どもなど、親族」
53.8％、悩みや心配ごとの相談先についても「同居の家族」が 63.1％「離れて暮らし

ている家族」49.8％と、家族以外の支援・相談体制の整備が課題です。 
高齢者の災害弱者化が進む中で、避難支援体制の強化が不可欠です。急な入院時の

支援が家族に偏っている現状を踏まえると、家族以外の支援体制の整備が求められま
す。 

 

８．介護について 

 

介護について、要介護認定は「要介護度の認定を受けていない」80.9％が最も高
く、85歳以上では「要支援認定」が増加しています。介護を受けたい方法は「自宅に

居住したまま、必要な介護サービスや家族による介護を選択しながら介護を受けた
い」44.2％が最も高く、前回より 4.0ポイント上昇しており、在宅介護志向の強まり

がみられます。 
自宅介護を希望する理由は「住み慣れた家を離れたくないから」65.9％、「家族と

一緒に過ごしたいから」63.0％となっています。 
また、介護する家族に対する支援については「介護の相談窓口」が 50.3％、介護に

備えての準備については「特にない」が 32.8％と最も高く、次いで「介護サービス、
高齢者福祉サービスについての情報収集」31.7％となっています。 

在宅介護を希望する高齢者が増加しているため、訪問介護や通所サービスなど在宅
生活を支えるサービスの充実が重要になります。家族介護の負担増が想定されるた

め、介護者支援の強化が求められます。 
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９．高齢社会対策への総合的な取り組み等について 

 

高齢社会対策への総合的な取り組み等について、高齢者が住み慣れた場所で安心し

て暮らしていける社会づくりに向けた施策として、満足度が最も高いのは「災害時の
支援」2.94点で、「趣味・生きがい活動の促進」2.67点となっています。 

重要度が最も高いのは「いつまでも在宅生活を続けられるような多様な介護サービ
スの整備」3.58 点、「外出しやすい環境の整備」3.56 点で、在宅生活の継続と移動支

援が最重要課題となっています。 
満足度と重要度の差から、重点改善項目として「いつまでも在宅生活を続けられる

ような多様な介護サービスの整備」「外出しやすい環境の整備（公共交通機関の充実
など）」「高齢者向け住宅や施設の整備」「高齢者に対する犯罪（特殊詐欺等）や消費

者被害、交通事故防止のための対策」が挙げられます。 
在宅生活の継続と移動支援が最も重要な課題として位置づけられ、介護サービスの

多様化や外出環境の改善が不可欠です。高齢者向け住宅・施設整備の需要も増加し、
住まいの確保が大きな政策課題となります。防犯・消費者被害対策も高齢化に伴い重

要性が増すと考えられます。 
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２．高齢者福祉に関する関係団体アンケート調査 

１．事業・活動内容について 

 

本町における高齢者支援活動は、見守り活動をはじめ、サロンや通いの場の運営、防

災活動や生活支援など、多様な取組が実施されています。特に見守り活動はすべての団

体で実施されており、地域における基礎的な支援として定着しています。また、サロ

ン・通いの場の運営や防災活動・災害時支援についても 80.0％の団体が実施しており、

平時からの交流と非常時の対応を一体的に進めている状況がうかがえます。さらに、生

活支援（買い物や掃除など）、介護者支援、高齢者施策に関する制度の周知についても

60.0％の団体が取り組んでおり、日常生活を支える支援が広がっています。 

一方で、スマートフォン等のデジタル活用支援については 80.0％、認知症サポートに

ついては 60.0％の団体が未実施となっており、新たなニーズや専門性が求められる分野

への対応は内容の精査が必要と考えられます。。 

既存の地域活動を基盤としつつ、専門機関との連携を強化し、多様化するニーズに対

応できる体制の構築が求められます。 

 

２．事業・活動での課題や問題点について 

 

事業・活動での課題や問題点について、メンバーの高齢化がすべての団体（100.0％）

で挙げられており、後継者が育たないとする団体も 80.0％となっています。このことか

ら、担い手の確保が重要な課題となっています。人材の確保状況については、「どちら

かといえば不足」または「不足」と回答した団体が合わせて 60.0％となっており、現状

の活動体制の維持に対する懸念が示されています。 

人材不足の理由については、「報酬・交通費などが支給できない」「その他」を除く各

項目がそれぞれ 40.0％となっており、複数の要因が重なっている状況です。また、人材

不足による影響としては、「見守り・支援対象者を増やせない」が 60.0％と最も高く、

次いで「行事・事業の休止」が 40.0％、「活動回数が減っている」「活動内容が縮小して

いる」がそれぞれ 20.0％となっており、活動が縮小している実態もあります。 

今後は、活動の周知・広報の強化や参加しやすい活動形態の導入、ボランティア人材

の育成などを通じて、持続可能な活動体制の構築を進めていくことが重要です。 
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３．地域の高齢者の状況について 

 

地域の高齢者の状況について、「外出機会が減っている高齢者が増えている」「認知症

の人や家族への支援が不足している」「独居・身寄りのない高齢者の支援が必要」とい

った項目について、いずれも 80.0％の団体が「そう思う」と回答しており、孤立や支援

不足に関する課題が顕在化しています。また、「独居・身寄りのない高齢者の支援が必

要」については 60.0％の団体が「強くそう思う」と回答しており、特に重要な課題とし

て認識されています。 

さらに、「社会参加の場やつながりが減っている」「災害時の高齢者支援に不安があ

る」「情報（制度・サービス）が届きにくい」「介護者への支援が不足している」といっ

た項目についても 60.0％の団体が課題として挙げており、生活環境や支援体制に関する

多面的な課題がみられます。一方で、「介護予防の取組が十分でない」「デジタル活用支

援が必要」とする回答も 40.0％あり、今後の取組強化の必要性が示されています。 

自由記述からは、将来の生活に対する不安や、施設入所や費用に関する相談、日常生

活における軽度な支援ニーズ（ゴミ出しや掃除など）が多く寄せられているほか、介護

保険サービスや制度に関する相談もみられます。 

生活支援の充実や見守り体制の強化に加え、情報提供や相談機能の強化を図り、高齢

者が安心して地域で生活できる環境づくりを進めていく必要があります。 

 

４．認知症施策について 

 

認知症施策について、「安心・安全に外出・帰宅できるよう、地域の人の見守り・声

かけ」が 100.0％とすべての団体で必要とされており、地域全体で支える体制の重要性

が強く認識されています。また、「認知症の人や家族の手助けにつながる環境づくり」

「身寄りのない高齢者が最期まで安心して暮らせる制度や取組の周知」についても

80.0％の団体が必要と回答しています。 

一方で、認知症の人が使いやすい製品やサービスの周知、スマートフォンの使い方の

サポートについては 40.0％にとどまっており、支援内容に差が見られます。また、自由

記述では認知症に対する理解の不足や家族支援の必要性が指摘されており、支援体制の

充実が求められています。 

町への期待としては、オレンジカフェや家族会の充実、認知症の方との共生や早期発

見の取組、地域での見守り体制の強化などが挙げられています。 

認知症に関する啓発や相談体制の充実、地域ぐるみの支援体制の構築を総合的に進め

ていく必要があります。 
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５．今後の連携・協働できる取組 

 

今後の連携・協働できる取組について、「芦屋町役場」との連携を希望する団体が

80.0％と最も高く、次いで「社会福祉協議会」「自治会」「民生委員・児童委員」「老人

クラブ」がそれぞれ 60.0％となっており、既存の地域福祉ネットワークを中心とした連

携強化の意向が示されています。 

また、地域のつながりの再構築に向けては、「地域活動ができる人材の育成」および

「支援が必要な人への支援」が 80.0％と最も高く、「相談窓口の整備」「交流の場の整

備」「見守り体制の整備」「自主防災組織の整備」についても 60.0％の団体が必要と回答

しています。 

さらに、連携にあたっては個人情報に配慮した情報共有の必要性が指摘されており、

実効性のある連携体制の構築に向けては、役割分担の明確化と情報共有の仕組みづくり

が重要です。 

行政がコーディネート機能を担いながら、多様な主体が連携し、平時から災害時まで

切れ目のない支援体制を構築していくことが重要です。 

 

６．今後の高齢化社会に向けて 

 

今後の高齢化社会に向けて、「生きがいを持てるような活動機会の拡大」が 80.0％と

最も高く、高齢者が地域の中で役割を持ちながら生活できる環境づくりの重要性が示さ

れています。また、「高齢者の働く場所の確保」「地域における助け合い・支え合い活動

の推進」「健康づくりの充実」「認知症に関する相談窓口の充実」「食を支えるサービス

の充実」「移送サービス・公共交通機関の充実」「在宅介護サービスの充実」についても

それぞれ 60.0％の団体が必要としており、生活支援から社会参加まで幅広い取組が求め

られています。 

さらに、「ICTを活用した情報提供」「高齢者向け住宅の充実」についても 40.0％あ

り、新たな支援手法の導入の必要性も示唆されています。 

町への要望としては、「団体や活動の PR」「人材（ボランティア）の育成」が 60.0％

と高く、活動の担い手確保と周知の重要性が示されています。また、「情報提供」「ネッ

トワーク化」「運営支援」も 40.0％となっており、活動基盤の強化に向けた支援が求め

られています。 

高齢者の生活を支える基盤整備と社会参加の促進を両立させるとともに、活動を支え

る人材の育成や地域の連携体制の強化を図り、持続可能な地域共生社会の実現に向けた

取組を推進していく必要があります。 

 

 



 

 

 


